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魅力発信書 ● 1

　このたび、九州キリスト教社会福祉事業団よ
り「魅力発信書」を発行するはこびとなりまし
た。私もいずみの園の魅力とは一体何だろうと
考えてみました。その結論は、地域を愛してや
まず、多少の犠牲もいとわない職員の皆さんの
使命感と頑張りにあると思いました。それを
育ててきたのは中津市民、地域の皆さんです。いずみの園の魅力とは
一言で言って「職員力」と「地域力」だと思います。
　2010年（平成22年）、中津総合ケアセンターいずみの園ではホーム
ヘルパーの24時間サービスを開始しました。夜の10時でも、深夜の３時
でもご希望があればお宅にお伺いしてサービスを提供します。深夜の
ヘルパー派遣は、夜が不安と言われるご利用に対するヘルパーさんの「思
いやり」と「使命感」の現れだと思います。この事業は、国の先駆的モ
デル事業となりました。
　特別養護老人ホームは、全国社会福祉法人経営者協議会の2013年度
特養機能強化事業の３モデル施設の一つに選ばれました。今後の特養の
在り方としての研究報告書が厚生労働省に提出されました。いずみの園の
ユニットケア、ターミナルケア、リハビリ強化機能が認められたものです。
　2013年４月から、障がい者の就労継続支援事業を始めましたが、2015
年には蠣瀬（かきぜ）地区に「福祉の里センター サマリア館」を開設します。
これは障がいのある児・者、高齢者、子ども、お母さんが楽しみながら
活動できる、全国でも注目される共生型センターとなります。
　いずみの園のシンボルマーク『命のいずみ』は、地域にお仕えする職
員の心と姿（モットー）を表しています。いずみの園の魅力「職員力」、「地
域力」の原点はこのモットーにあるのかもしれません。
　おわりに、当法人の礎となった３保育園及び法人の精神的基盤である
日本基督教団中津教会についても、限られたスペースですが紹介して
おります。
　この「魅力発信書」は、職員自ら法人の魅力は何かを探し作成しました。
どうぞご覧下さい。

理事長より皆様へ いずみの園  基本方針 等

青いうずは地域の中の命のいずみを表し、

三つの点はいずみから湧き出る

信仰（緑）、希望（黄）、愛（赤）をもって

地域にお仕えするいずみの園を象徴しています。

信望愛

　神と人とに仕えるキリスト教の愛と奉仕の精神を基本理念
とする。
１．アメニティ（Amenity）
　　 快適主義：快適なサービス、快適な環境、笑顔のサービス提供をおこなう。
２．ヒューマニティ（Humanity）
　　 人間主義：心と体の自由を尊重、一人ひとりの個性を大切にしたサービス
　　　　　　　 の提供をおこなう。
３．ローカリティ（Locality）
　　 地域主義：地域と共に歩み、地域の福祉拠点としての役割を果たす。

　　上記内容を次の通り実施し、確実にする。
　　※顧客満足及び地域社会の福祉向上のために、この品質方針を要求事項
　　　の適合と品質マネジメントシステムの有効性の継続的な改善を図る。
　　※品質方針を達成するための品質目標を設定し、定期的に見直しをする。

施設長  冨　永　健　司
2 0 0 1年1 1月1日

理事長

基本理念

サービスコンセプト
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1968年

1971年

1974年
1975年

1976年

日本基督教団大分東教会により小規模無認可保育所｢めぐみ保
育園｣開設
｢社会福祉法人めぐみ保育園｣法人認可
認可保育所｢めぐみ保育園｣(定員40名)として事業開始（1972
年4月、60名へ変更）
認可保育所｢グレース保育園｣(定員90名)新築開設
認可保育所｢犀川のぞみ保育園｣(定員60名)開設
｢社会福祉法人めぐみ保育園｣の名称を｢社会福祉法人九州
キリスト教社会福祉事業団｣に変更

S43年

S46年

S49年
S50年

S51年

4月

8月

10月

10月
11月

1月

2000年

2002年

2003年

2005年

2006年

介護保険法の施行、指定介護保険事業者として介護保険事業
開始
｢めぐみ保育園｣定員を90名に変更
認知症老人グループホーム「ベテルハウス」新築開設
診療所「クリニックいずみ」、通所リハ「リハビリセンターいずみ」
新築開設
「障害者生活支援センターエマオ」（中津市委託）事業開始
｢グレース保育園｣新築移転、同時に定員を120名に変更
旧グレース保育園跡地にて｢デイサービスセンターかきぜ｣事業
開始
「いずみの園ショートステイ」7室増床
（2007年８月、10床増床計27床）
有料老人ホーム｢シニアレジデンスいずみの森｣（定員14名）
新築開設

H12年

H14年

H15年

H17年

H18年

4月

7月

8月

10月
4月

6月

4月

2月

1978年

1981年

1988年

1990年

1992年

1995年
1997年

S53年

S56年

S63年

H2年

H4年

H7年
H9年

4月

8月

1月

9月
12月

4月

7月
9月
10月

創　設  －保育事業を中心に

介護保険スタート　－多機能化

社会のニーズに応えて  －老人福祉分野へ

法 人 沿 革

｢特別養護老人ホームいずみの園｣(定員50名)新築開設
｢特別養護老人ホームいずみの園｣老人短期入所事業
（定員10名）開始
｢いずみの園デイサービスセンター｣新築、大分県第一号
施設として事業開始
「いずみの園」ホームヘルプ事業開始
「いずみの園在宅介護支援センター」事業開始
｢特別養護老人ホームいずみの園｣定員を100名に変更、うち認
知症老人専用棟20名として事業開始
「大分県地域介護実習･普及センターいずみの園」事業開始
ケアハウス「ケアマンション聖愛ホーム」（定員50名）新築開設
「いずみの園」老人訪問看護事業開始

2007年 H19年

1月
3月

4月

8月

「犀川のぞみ保育園」火災復旧工事完了
特養の一部（36床）を増改築しユニット型として開始
かきぜサポートセンターにて「いずみの園児童クラブピーター」
（中津市委託）事業開始
特養の一部を増改築しユニット型（４床）増床

2008年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

かきぜサポートセンター内に「いずみの園児童クラブピーター」新設
夜間対応型訪問介護事業「いずみの園コールセンター」開始
小規模多機能型居宅介護「寄り合いセンターいずみ」（定員
25名）、認知症対応型共同生活介護「かきぜグループホーム」
（定員18名）新築開設
「日中一時支援事業所マルコ」（中津市委託）開始
「犀川のぞみ保育園」定員を40名に変更
通所介護「デイサービスセンター北堀川」（定員15名）
事業開始
事業所内保育施設「マリアガーデン」（定員20名）新築開設
定期巡回・随時対応型訪問介護看護「いずみの園コールセン
ター　24時間サービス」事業開始
通所介護「いずみの園中央サポートセンター」（定員25名）
事業開始
「中津総合ケアセンターいずみの園」へ名称変更
「多機能型事業所ワークセンターシャローム」（障がい者就労
継続支援事業定員A型10名、B型10名）事業開始
ユニットリーダー研修実地研修施設に認定
（全国個室ユニット型施設推進協議会）
「めぐみ保育園」増築工事完了　定員を120名に変更
「特別養護老人ホームいずみの園」（多床室）を定員60名へ変更
「特別養護老人ホームいずみの園ヨハネ館」（ユニット個室）
定員40名として新設
かきぜサポートセンター内に「福祉の里センター サマリア館」
新築事業開始
「福祉の里センター サマリア館」内に「いずみの園 児童発達支援・
放課後等デイサービス事業所マルコ」（定員１０名）事業開始
「福祉の里センター サマリア館」内に「中津市地域子育て支援セン
ター ポール」（中津市委託）事業開始
「福祉の里センター サマリア館」内に「いずみの園児童クラブ ポー
ル」（中津市委託）事業開始

H20年

H22年

H23年

H24年

H25年

H26年

H27年

4月
4月

7月

4月

4月

5月

6月

4月

10月

4月

4月

さらなる展開へ
－要援護者（高齢者、障がい者、児童）へ包括サービス　日本基督教団九州教区は、1974年５月の教区総会にお

いて社会福祉法人九州キリスト教社会福祉事業団の設立を
承認した。それは教区内にある教会付設の保育園が、宣教
を目的として設立されていることを重視し、社会のいかな
る事態に直面しても揺がされることなく、教会の宣教の業
を担うキリスト教保育を存続させるためにはどのような方
法があるかを３年にわたって教区宣教部委員会が検討した
結果、教区に提出された答申に基づくものであった。具体
的には、社会福祉法人の許可を受けたくても、必要な条件
を満たすことが出来ず、経営において苦労している九州各
地の教会付設の小規模保育園をこの社会福祉法人に包括
し、それぞれを支えることが目的であった。幸いなことに、
教区が重点施策の開拓伝道によって大分市内に開設した大
分東教会付設のめぐみ保育園が、すでに社会福祉法人の認
可を受けていたので、この法人を基にその働きを展開する
ことになった。1974年10月、中津教会が取り組んでいた
保育園建設を支援、公的補助金による認可保育園｢グレー
ス保育園｣を完成させた。
　翌1975年11月、教会付設の無認可幼稚園であった犀川
教会の｢愛児園｣が加入し、認可保育園となり、犀川のぞみ
保育園がスタートした。その後、教会の改築に併せ、国庫
補助により新園舎を完成させた。それまで社会福祉法人の
名称は、社会福祉法人めぐみ保育園であったが、３保育園
の包括によって不適当となり、1976年１月、社会福祉法
人九州キリスト教社会福祉事業団に改称した。これを機に、
九州教区の全ての教会と信徒の総意により、熱き祈りに支
えられ、教区の宣教の業を社会福祉の場で本格的に推進す
ることになった。1978年４月、中津市内に特別養護老人
ホームいずみの園を公的補助金によって完成、法人は保育
園だけでなく老人福祉施設を設置経営する総合的、複合的

な規模になった。1988年１月、いずみの園に大分県第一
号のデイサービスセンターを併設、大分県の在宅福祉のパ
イオニアとしての役割を果たした。さらに、1995年９月、
いずみの園敷地に隣接して、ケアハウス･ケアマンション
聖愛ホームを国庫補助と教区内外の諸教会の献金を受け、
新築完成させた。これは九州教区が、教区をはじめ全国の
諸教会の支援を受け、地元の津屋崎教会の協力によって
40年の長きにわたって運営してきたクリスチャンのため
の老人ホームであったが、諸般の事情により津屋崎での今
迄の事業を閉鎖することになった。この事業を事業団が教
区の要請を受け、中津の地で再発足させたものである。４
階建ての瀟洒な建物には各地から移ってこられた教職やク
リスチャンの入居者が、一般の人々と和やかに暮らしてお
られる。
　いずみの園であるが、当初、教区は、事業団の目的を教
区内の保育園を包括することにし、高齢者福祉に取り組む
意図は無かった。しかし、高齢社会の到来と共に、全国的
に高齢者福祉のニーズが急激に高まり、教区においても介
護を要する高齢者のためのキリスト教による特別養護老人
ホームの建設が求められた。教区には、既に教職や信徒の
ためのユニークなキリスト教老人ホームの聖愛ホームがあ
り、さらに、認可施設の老人ホームを建設するには莫大な
自己資金を必要とすること等、教区もその必要性は認めて
も、誰もが不可能として具体的な話には至らなかった。そ
うこうする内に、中津市から特別養護老人ホームを緊急に
整備するため、事業団に建設の要請があった。教区総会に
諮り、承認され、中津教会と協力し現地委員会をつくり、
建設計画の実現に取り組んだ。補助金問題等紆余曲折が
あったが、教区内外の多くの教会や信徒の多額の尊い献金
が捧げられ、公的補助金を受け、1978年４月、特別養護

老人ホーム(定員50名)を開設した。
　事業団のこれまでの歩みの背後には、我々の願いを良し
とされた主の奇（くす）しき導きと、教区内外の教会や事
業団の働きに賛同する多くの人々の熱き祈りと温かい支援
があったことを忘れることができない。問題はこれからで
ある。事業団の生みの親は九州教区であり、母なる教会の
信仰と支えによって育まれてきた。施設は公的補助金に
よって建設され、公の措置費や補助金によって運営されて
いるといわれるが、事業団は教区内外の諸教会と信徒や多
くの支援者の祈りと献金と奉仕無くして生まれなかった
し、これからも存在し得ない。我国の社会福祉は、今や大
きな転換期を迎えた。しかし、事業団は世々限りなく生き
ておられる主に仕え、いつの世にあっても、教区と母なる
教会の宣教の働きを社会福祉の現場で担い、実践する信仰
共同体でありつづけることを課題としている。

前理事長  多 田   一 三 先 生
日本基督教社会福祉学会誌【基督教社会福祉学研究】　第29号（1996年）より転載（抜粋）

「母なる教会と共に」―九州キリスト教社会福祉事業団の歩み―

創設当時のいずみの園（1978年）創設当時のいずみの園（1978年）

創設当時の多田先生創設当時の多田先生
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1968年

1971年

1974年
1975年

1976年

日本基督教団大分東教会により小規模無認可保育所｢めぐみ保
育園｣開設
｢社会福祉法人めぐみ保育園｣法人認可
認可保育所｢めぐみ保育園｣(定員40名)として事業開始（1972
年4月、60名へ変更）
認可保育所｢グレース保育園｣(定員90名)新築開設
認可保育所｢犀川のぞみ保育園｣(定員60名)開設
｢社会福祉法人めぐみ保育園｣の名称を｢社会福祉法人九州
キリスト教社会福祉事業団｣に変更

S43年

S46年

S49年
S50年

S51年

4月

8月

10月

10月
11月

1月

2000年

2002年

2003年

2005年

2006年

介護保険法の施行、指定介護保険事業者として介護保険事業
開始
｢めぐみ保育園｣定員を90名に変更
認知症老人グループホーム「ベテルハウス」新築開設
診療所「クリニックいずみ」、通所リハ「リハビリセンターいずみ」
新築開設
「障害者生活支援センターエマオ」（中津市委託）事業開始
｢グレース保育園｣新築移転、同時に定員を120名に変更
旧グレース保育園跡地にて｢デイサービスセンターかきぜ｣事業
開始
「いずみの園ショートステイ」7室増床
（2007年８月、10床増床計27床）
有料老人ホーム｢シニアレジデンスいずみの森｣（定員14名）
新築開設

H12年

H14年

H15年

H17年

H18年

4月

7月

8月

10月
4月

6月

4月

2月

1978年

1981年

1988年

1990年

1992年

1995年
1997年

S53年

S56年

S63年

H2年

H4年

H7年
H9年

4月

8月

1月

9月
12月

4月

7月
9月
10月

創　設  －保育事業を中心に

介護保険スタート　－多機能化

社会のニーズに応えて  －老人福祉分野へ

法 人 沿 革

｢特別養護老人ホームいずみの園｣(定員50名)新築開設
｢特別養護老人ホームいずみの園｣老人短期入所事業
（定員10名）開始
｢いずみの園デイサービスセンター｣新築、大分県第一号
施設として事業開始
「いずみの園」ホームヘルプ事業開始
「いずみの園在宅介護支援センター」事業開始
｢特別養護老人ホームいずみの園｣定員を100名に変更、うち認
知症老人専用棟20名として事業開始
「大分県地域介護実習･普及センターいずみの園」事業開始
ケアハウス「ケアマンション聖愛ホーム」（定員50名）新築開設
「いずみの園」老人訪問看護事業開始

2007年 H19年

1月
3月

4月

8月

「犀川のぞみ保育園」火災復旧工事完了
特養の一部（36床）を増改築しユニット型として開始
かきぜサポートセンターにて「いずみの園児童クラブピーター」
（中津市委託）事業開始
特養の一部を増改築しユニット型（４床）増床

2008年

2010年

2011年

2012年

2013年

2014年

2015年

かきぜサポートセンター内に「いずみの園児童クラブピーター」新設
夜間対応型訪問介護事業「いずみの園コールセンター」開始
小規模多機能型居宅介護「寄り合いセンターいずみ」（定員
25名）、認知症対応型共同生活介護「かきぜグループホーム」
（定員18名）新築開設
「日中一時支援事業所マルコ」（中津市委託）開始
「犀川のぞみ保育園」定員を40名に変更
通所介護「デイサービスセンター北堀川」（定員15名）
事業開始
事業所内保育施設「マリアガーデン」（定員20名）新築開設
定期巡回・随時対応型訪問介護看護「いずみの園コールセン
ター　24時間サービス」事業開始
通所介護「いずみの園中央サポートセンター」（定員25名）
事業開始
「中津総合ケアセンターいずみの園」へ名称変更
「多機能型事業所ワークセンターシャローム」（障がい者就労
継続支援事業定員A型10名、B型10名）事業開始
ユニットリーダー研修実地研修施設に認定
（全国個室ユニット型施設推進協議会）
「めぐみ保育園」増築工事完了　定員を120名に変更
「特別養護老人ホームいずみの園」（多床室）を定員60名へ変更
「特別養護老人ホームいずみの園ヨハネ館」（ユニット個室）
定員40名として新設
かきぜサポートセンター内に「福祉の里センター サマリア館」
新築事業開始
「福祉の里センター サマリア館」内に「いずみの園 児童発達支援・
放課後等デイサービス事業所マルコ」（定員１０名）事業開始
「福祉の里センター サマリア館」内に「中津市地域子育て支援セン
ター ポール」（中津市委託）事業開始
「福祉の里センター サマリア館」内に「いずみの園児童クラブ ポー
ル」（中津市委託）事業開始

H20年

H22年

H23年

H24年

H25年

H26年

H27年

4月
4月

7月

4月

4月

5月

6月

4月

10月

4月

4月

さらなる展開へ
－要援護者（高齢者、障がい者、児童）へ包括サービス　日本基督教団九州教区は、1974年５月の教区総会にお

いて社会福祉法人九州キリスト教社会福祉事業団の設立を
承認した。それは教区内にある教会付設の保育園が、宣教
を目的として設立されていることを重視し、社会のいかな
る事態に直面しても揺がされることなく、教会の宣教の業
を担うキリスト教保育を存続させるためにはどのような方
法があるかを３年にわたって教区宣教部委員会が検討した
結果、教区に提出された答申に基づくものであった。具体
的には、社会福祉法人の許可を受けたくても、必要な条件
を満たすことが出来ず、経営において苦労している九州各
地の教会付設の小規模保育園をこの社会福祉法人に包括
し、それぞれを支えることが目的であった。幸いなことに、
教区が重点施策の開拓伝道によって大分市内に開設した大
分東教会付設のめぐみ保育園が、すでに社会福祉法人の認
可を受けていたので、この法人を基にその働きを展開する
ことになった。1974年10月、中津教会が取り組んでいた
保育園建設を支援、公的補助金による認可保育園｢グレー
ス保育園｣を完成させた。
　翌1975年11月、教会付設の無認可幼稚園であった犀川
教会の｢愛児園｣が加入し、認可保育園となり、犀川のぞみ
保育園がスタートした。その後、教会の改築に併せ、国庫
補助により新園舎を完成させた。それまで社会福祉法人の
名称は、社会福祉法人めぐみ保育園であったが、３保育園
の包括によって不適当となり、1976年１月、社会福祉法
人九州キリスト教社会福祉事業団に改称した。これを機に、
九州教区の全ての教会と信徒の総意により、熱き祈りに支
えられ、教区の宣教の業を社会福祉の場で本格的に推進す
ることになった。1978年４月、中津市内に特別養護老人
ホームいずみの園を公的補助金によって完成、法人は保育
園だけでなく老人福祉施設を設置経営する総合的、複合的

な規模になった。1988年１月、いずみの園に大分県第一
号のデイサービスセンターを併設、大分県の在宅福祉のパ
イオニアとしての役割を果たした。さらに、1995年９月、
いずみの園敷地に隣接して、ケアハウス･ケアマンション
聖愛ホームを国庫補助と教区内外の諸教会の献金を受け、
新築完成させた。これは九州教区が、教区をはじめ全国の
諸教会の支援を受け、地元の津屋崎教会の協力によって
40年の長きにわたって運営してきたクリスチャンのため
の老人ホームであったが、諸般の事情により津屋崎での今
迄の事業を閉鎖することになった。この事業を事業団が教
区の要請を受け、中津の地で再発足させたものである。４
階建ての瀟洒な建物には各地から移ってこられた教職やク
リスチャンの入居者が、一般の人々と和やかに暮らしてお
られる。
　いずみの園であるが、当初、教区は、事業団の目的を教
区内の保育園を包括することにし、高齢者福祉に取り組む
意図は無かった。しかし、高齢社会の到来と共に、全国的
に高齢者福祉のニーズが急激に高まり、教区においても介
護を要する高齢者のためのキリスト教による特別養護老人
ホームの建設が求められた。教区には、既に教職や信徒の
ためのユニークなキリスト教老人ホームの聖愛ホームがあ
り、さらに、認可施設の老人ホームを建設するには莫大な
自己資金を必要とすること等、教区もその必要性は認めて
も、誰もが不可能として具体的な話には至らなかった。そ
うこうする内に、中津市から特別養護老人ホームを緊急に
整備するため、事業団に建設の要請があった。教区総会に
諮り、承認され、中津教会と協力し現地委員会をつくり、
建設計画の実現に取り組んだ。補助金問題等紆余曲折が
あったが、教区内外の多くの教会や信徒の多額の尊い献金
が捧げられ、公的補助金を受け、1978年４月、特別養護

老人ホーム(定員50名)を開設した。
　事業団のこれまでの歩みの背後には、我々の願いを良し
とされた主の奇（くす）しき導きと、教区内外の教会や事
業団の働きに賛同する多くの人々の熱き祈りと温かい支援
があったことを忘れることができない。問題はこれからで
ある。事業団の生みの親は九州教区であり、母なる教会の
信仰と支えによって育まれてきた。施設は公的補助金に
よって建設され、公の措置費や補助金によって運営されて
いるといわれるが、事業団は教区内外の諸教会と信徒や多
くの支援者の祈りと献金と奉仕無くして生まれなかった
し、これからも存在し得ない。我国の社会福祉は、今や大
きな転換期を迎えた。しかし、事業団は世々限りなく生き
ておられる主に仕え、いつの世にあっても、教区と母なる
教会の宣教の働きを社会福祉の現場で担い、実践する信仰
共同体でありつづけることを課題としている。

前理事長  多 田   一 三 先 生
日本基督教社会福祉学会誌【基督教社会福祉学研究】　第29号（1996年）より転載（抜粋）

「母なる教会と共に」―九州キリスト教社会福祉事業団の歩み―

創設当時のいずみの園（1978年）創設当時のいずみの園（1978年）

創設当時の多田先生創設当時の多田先生
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　2015年4月から事業を開始
しています。高齢者、障がい
のある児・者、子ども・子育
て中の母親への支援及び地域
住民の方々への地域交流の場
づくりを行っています。

福祉の里センター サマリア館

　城下町蛎瀬の風景に溶け
込み、白と黒の和風を基調
としたシックな建物です。

いずみの園

位位

ねらい
①多世代間の交流
②共生社会の実現
③次世代への文化伝承

　自宅から馴染みの家
具等を持ち込むことが
でき、スムーズな施設
生活への住み替えが可
能となります。

特養 ヨハネ館位位

職員が選ぶハード面／ベスト10

木造平屋建て全室個室です。

　しつらえを工夫した「生
活の場」となるよう家庭
的な環境となっています。

中央サポートセンター

位位 寄り合いセンター位位

　全８棟ある戸建の有料老人ホームです。自然にかこ
まれ、プライバシーも守られています。また、バリア
フリー構造、オール電化、カーポート完備と、快適な
住環境となっています。

※順位は編集委員の投票により決定しました。

　男性にも楽しめる活動を準備しており、
登録者の半数以上は男性です。

新しいタイプのデイサービスです。

　機器を使った機能訓練を中心に、趣味的な活
動で楽しみながら作業活動を行ったり、それぞれ
の日常生活課題に応じた支援を行っています。

第１回中津市景観賞受賞
2012年４月

　グループホーム、小規模多機能型居宅介護があるこの
建物は周囲に圧迫感を与えず、近隣住宅とも調和を保つ
等地域との良好な景観形成になっています。

位位
シニアレジデンス
いずみの森

いずみの園での事業所
いずみの園ホームヘルパーステーション
いずみの園訪問看護ステーション
いずみの園デイサービスセンターふれんど館
いずみの園デイサービスセンターふれあい館
いずみの園中央サポートセンター
いずみの園デイサービスセンターかきぜ
リハビリセンターいずみ
いずみの園ショートステイサービス
いずみの園介護保険サービスセンター
特別養護老人ホームいずみの園
いずみの園コールセンター
いずみの園コールセンター24時間サービス
寄り合いセンターいずみ
いずみの園グループホーム（ベテルハウス）
かきぜグループホーム（けやき・いちょう）
中津市地域包括支援センターいずみの園

サービス名
訪問介護
訪問看護

通所介護

通所リハビリテーション
短期入所生活介護
居宅介護支援
介護老人福祉施設
夜間対応型訪問介護
定期巡回・随時対応型訪問介護看護
小規模多機能型居宅介護

認知症対応型共同生活介護

介護予防支援

サービス種別

居宅サービス

居宅介護支援
施設サービス

地域密着型サービス

介護予防支援

介護保険サービス事業

介護保険以外の事業

児童福祉（保育園）事業

介
護
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
予
防
を
含
む
）

いずみの園での事業所
ケアマンション聖愛ホーム
シニアレジデンスいずみの森
クリニックいずみ
いずみの園デイサービスセンターかきぜ

いずみの園ホームヘルパーステーション

いずみの園デイサービスセンターかきぜ
障害者生活支援センターエマオ
いずみの園児童クラブピーター
いずみの園児童クラブポール

児童発達支援・放課後等デイサービスマルコ

多機能型（A・B型）事業所ワークセンターシャローム
中津市地域子育て支援センターポール
マリアガーデン

サービス名
ケアハウス
住宅型有料老人ホーム
医療機関
生きがい活動支援通所事業 
障がい福祉サービス居宅介護
障がい福祉サービス重度訪問介護
障がい福祉サービス行動援護
障がい福祉サービス生活介護
障がい福祉サービス相談支援

放課後児童クラブ

障がい児児童発達支援 
障がい児放課後等デイサービス
障がい者就労継続支援
地域子育て支援センター
事業所内保育施設

めぐみ保育園 （大分市）
グレース保育園 （中津市）
犀川のぞみ保育園 （福岡県みやこ町）

保育園（３ケ所）

いずみの園 355人
めぐみ保育園 29人
法人全体 422人

職員数（2016年4月1日現在）

グレース保育園 26人
犀川のぞみ保育園 12人

理　事　会

理　事　長

評議員会

中津総合ケアセンターいずみの園
総合施設長

監　　事

か
き
ぜ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

寄
り
合
い
セ
ン
タ
ー
い
ず
み

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
き
ぜ

上
如
水
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
事
業

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

中
津
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

地

域

公

益

課

訪

問

介

護

課

寄
り
合
い
セ
ン
タ
ー

児
童
サ
ー
ビ
ス
課

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
課

訪

問

看

護

課

中
央
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
マ
ン
シ
ョ
ン
聖
愛
ホ
ー
ム

リ

ハ

ビ

リ

課

看

護

課

介

護

課

相

談

課

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
い
ず
み

ク
リ
ニ
ッ
ク
い
ず
み

い
ず
み
の
園
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
2４
時
間
サ
ー
ビ
ス

い
ず
み
の
園
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

児
童
ク
ラ
ブ
ピ
ー
タ
ー
・
ポ
ー
ル

児
童
発
達
支
援
・
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
マ
ル
コ

中
津
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ポ
ー
ル

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
課

G
H
べ
テ
ル
ハ
ウ
ス

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
ん
ど
館

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
館

就
労
支
援
事
業
課

相

談

支

援

課

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
エ
マ
オ

多
機
能
型
事
業
所 

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
シ
ャ
ロ
ー
ム

マ
リ
ア
ガ
ー
デ
ン

総

務

課

栄

養

担

当

庶

　

務

犀
川
の
ぞ
み
保
育
園 

福
岡
県
み
や
こ
町

グ
レ
ー
ス
保
育
園 

大
分
県
中
津
市

め
ぐ
み
保
育
園 

大
分
県
大
分
市

い

ず

み

の

森

総

務

部

人
材
育
成
・
研
修
セ
ン
タ
ー

経

営

企

画

室

医

療

事

業

部

特

養

事

業

部

ケ
ア
ハ
ウ
ス
事
業
部

在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

共
生
サ
ー
ビ
ス
事
業
部

か
き
ぜ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

チ
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　2015年4月から事業を開始
しています。高齢者、障がい
のある児・者、子ども・子育
て中の母親への支援及び地域
住民の方々への地域交流の場
づくりを行っています。

福祉の里センター サマリア館

　城下町蛎瀬の風景に溶け
込み、白と黒の和風を基調
としたシックな建物です。

いずみの園

位位

ねらい
①多世代間の交流
②共生社会の実現
③次世代への文化伝承

　自宅から馴染みの家
具等を持ち込むことが
でき、スムーズな施設
生活への住み替えが可
能となります。

特養 ヨハネ館位位

職員が選ぶハード面／ベスト10

木造平屋建て全室個室です。

　しつらえを工夫した「生
活の場」となるよう家庭
的な環境となっています。

中央サポートセンター

位位 寄り合いセンター位位

　全８棟ある戸建の有料老人ホームです。自然にかこ
まれ、プライバシーも守られています。また、バリア
フリー構造、オール電化、カーポート完備と、快適な
住環境となっています。

※順位は編集委員の投票により決定しました。

　男性にも楽しめる活動を準備しており、
登録者の半数以上は男性です。

新しいタイプのデイサービスです。

　機器を使った機能訓練を中心に、趣味的な活
動で楽しみながら作業活動を行ったり、それぞれ
の日常生活課題に応じた支援を行っています。

第１回中津市景観賞受賞
2012年４月

　グループホーム、小規模多機能型居宅介護があるこの
建物は周囲に圧迫感を与えず、近隣住宅とも調和を保つ
等地域との良好な景観形成になっています。

位位
シニアレジデンス
いずみの森
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位位

位位

位位

位位
　当園ホームページには「法人事業活動」
や「お知らせ」などがあり、その中でも「い
ずみの園ニュー
ス」のページで
は、各事業所の
催しなど、新鮮
でホットな情報
を掲載していま
す。

いずみの園

ホームページニュース

職員が選ぶソフト面／ベスト10

　人材育成・研修センターで無料の
各種介護講座を行っています。その
他にも、介護職員初任者研修（旧ヘ
ルパー２級講座）、実務者研修、喀
痰吸引等研修も行っています。

　職員親睦団体を組織
しています。新人歓迎
会、忘年会などの開催
や親睦旅行の費用助成
など行っています。

いずみ会サイボウズ

いずみの園フェスタ位位

　毎年の来場者は、ボラン
ティア、ご利用者、地域の
方など合わせて３,000人を
超す人出で賑わいます。

　小中高校の夏休みなどを利用して、いず
みの園で働く職員の子どもたちが自分のお
父さん、お母さんの職場や働く姿を見学す
る取組です。
　年１回開催しており、リフトを使用した
入浴体験や車いすを使用した乗車体験・
操作体験なども行っています。

子ども参観日

　いずみの園から市内商業施設、
JR中津駅、病院等を循環する無料
のシャトルバスです。ご利用者だけ
でなく、面会や見学の際にも利用
されています。

シャトルバス（無料）位位
週に３日、１日４回運行しています。

アドレス : http://www.izuminosono.jp/

営業時間 11：00～15：00  休：水・日・祭日

位位

　全職員を対象
に年間７回を目
標に、外部講師
による園内研修
を行っています。

職員研修

位位
職員

位位

　特別養護老人ホーム本館に売店「え
がおや」が設置されています。菓子、
パン、ジュース、日用品、洋服などを
取り扱っており、ご利用者やご家族、
職員が利用しています。

売店「えがおや」

研修センター各講座
　職員間の情報共有のツールと
してグループウェア「サイボウ
ズ」を導入。メールや掲示板な
どで情報の“共有化”“見える化”
を図っています。

マナー教室位位
「マナー向上委員会」が中心となり、
2004年から職員のマナー向上を目
指して、中津市在住の実践礼道小笠
原流礼法の福成菱清先生を招き、「小
笠原流礼法マナー教室」を行ってい
ます。（写真はいずみの園フェスタ
での小笠原古流茶会の様子）

　福祉に関する研修だけでなく、
人権や接遇、マナー等様々なテー
マで行っています。

　毎年10月に行われる地域
への感謝祭です。
　いずみの園創立20周年感
謝祭として始まりました。

※順位は編集委員の投票により決定しました。いずみの園職員が選ぶハード面／ベスト10 ※順位は編集委員の投票により決定しました。

　当施設はキリスト教保
育を理念とし、異年齢児
が家族のように育ちあう
アットホームな、職員の
ための事業所内保育施設
です。

マリアガーデン位位

リハビリセンターいずみ位位チャペル（礼拝室）位位

　職員向けに福祉の本をはじめ指導
テキストや介護技術のビデオやDVD
を各種揃えています。また、キリスト
教関連の書籍も多く取り揃えています。
　なお、地域の方々に貸し出しもして
います。

その他特徴のあるもの

いずみ館ライブラリー

　在宅での生活を
維持するために、
ご利用者一人ひと
りに合わせた目標
設定を行い、達成
するための個別の
プログラムを、専
門スタッフが支援
しています。

デイサービスセンターふれあい館位位
　民家を増改築した家
庭的な雰囲気の、認知
症対応型の通所介護
（デイサービス）です。
少人数の中、ゆったり
とご利用者のペースに
合わせたサービスが提
供できるよう、個別対
応を重視しています。

　ケアハウス聖愛ホーム１階
にチャペル（礼拝室）があ
ります。40数名が利用でき
る静かな落ち着いたスペース
で、礼拝が行われます。
　入居者の方でお亡くなり
になった際に、希望される
方があればこのチャペルで
告別の式をしています。

　当法人が設置する診療所として2002年に開業
しました。デジタルレントゲン、内視鏡、超音波
（エコー）検査機器などの設備を備え、一般外来の受
付もしています。特養入所者など当園事業利用者の診
察だけでなく、職員の健康管理の役割もあり、いずみ
の園全体の医療の要としての役割を担っています。

クリニックいずみ

一人ひとりを大切にする
　きめ細やかなサービスを行います。

運営方針として
①自立意欲・自立性を大切に。
②互いの違いを認め、個性を伸ばす。
③夢や向上心に応える仕事をつくる。

ワークセンターシャローム位位

を大切に

　メンテナンス班、
クリーニング班、
農作業班があります。

　障がいのある方の就労の場として就労継続
支援事業のＡ型・Ｂ型10名
ずつの定員です。
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施設改革３カ年戦略（1997年度～ 1999年度）

　2000年の介護保険導入を見据え、取り組むべき課題を明示。利用者はお客様であり、民間企業の参入も
見越して『選ばれる施設』へと変化していかなければならない。
　具体的な課題は、①「施設の多機能化」、②「地域密着・連携の強化」、③「サービス業としてのマ
ナー」、④「専門的技術・プロのサービス」、⑤「業務のパソコン利用」、⑥「ブランドイメージのアピール」、
⑦「組織力の開発」の各項目で、経営陣はもちろん、第一線の職員に至るまで自覚を持った取組を行う。

いずみの園新５か年プラン（2012年度～ 2016年度）
　2012年４月、国の第５期介護保険事業計画がスタートする。団塊の世代が後期高齢者に入る2025年までに、中学校区を単位に「住まい、予防、介護、医療、生活支
援サービス」を包括的継続的に提供する「地域包括ケアシステム」を完成させるという。
　一方、政府は財政基盤確保のため「社会保障と税の一体的改革」の議論を本格的に進めている。年金、医療、介護の社会保障制度の転換期を迎え、また社会福祉
法人の見直しが行われる中で、いずみの園は社会福祉法人としての公益性、公共性、先駆性を堅持し、これからの10年を展望しつつ「いずみの園新５か年プラン」を策
定する。

１．職員の意識改革
２．アメニティサービスからユニットケアへ
３．多機能化、医療部門の整備
４．サービスの質の確保
５．経営体質への変換

「中津総合ケアセンターいずみの園」構想
　国がすすめる地域包括ケアシステ
ムを推進し、高齢者、障がいのある
人、児童、母子、貧困など地域の福
祉ニーズ全般に対応できる総合ケ
アセンターを目指す。

・地域包括ケアシステムの推進
・24時間対応サービスの充実
・事業の多角化、総合化を図る
・行政・地域との連携の強化
・地域コミュニティの拠点化

「障がい事業」の開発　
・多機能型―就労継続支援事業Ａ型・Ｂ型
（ワークセンター）
・グループホーム　　

共生型「かきぜサポートセンター」事業の推進
・高齢者・障がい事業、児童クラブ
・地域交流スペース、障がい事業所(分場)
・日中一時支援事業

新規事業の開発
・中央サポートセンター開設
・デイサービスセンター北堀川開設
・その他サポートセンターの調査、研究

事業団組織・機構改革・法人本部機能の強化
・３保育園の連絡協議会
・いずみの園の機構改革
・各事業部門の自立的経営
・いずみの園新人事考課制度の試行
・中間管理職の育成

サービスの質の確保
・科学的介護の推進
・サービスコンセプトの推進
　①アメニティ
　 （快適主義－快適なサービス、マナー）
　②ヒューマニティ
　 （人間主義－人としての尊厳性を守る）
　③ローカリティ
　 （地域主義－地域密着型事業）
・ホスピタリティ
　「もてなしの心」－良きサマリア人（聖書）
・感動を呼ぶサービス、スピリチュアルケア
 （心に触れるケア）

ワーク・ライフ・バランス（WLB）
・働き甲斐のある職場づくり
・事業所内保育施設「マリアガーデン」の設置
・リフレッシュ休暇（５連休）、年休消化の推進

1

2

3 6

7

4

5

いずみの園の経営方針

（法人本部・事務所）
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　ふれんど館は、　1988年に大分県第１号として始ま
りました。現在は定員35名で毎日営業（年末年始は
除く）により介護度の高い方を含めたサービス提供
を行っています。

　ふれあい館は、認知症の方を対象としており、ふれ
んど館と共に希望者には夕食の提供を行い、自立支援・
家族介護軽減に努めています。

　中央サポートセンターは2012年６月、軽介護者の
在宅生活での自立を目的として開設、自主性と機能訓
練に重点を置いたサービスを提供しています。

■介護老人福祉施設
   （定員ユニット個室40名、従来型60名）
■短期入所生活介護
   （ショートステイ：定員27名）

　施設介護、在宅介護は車でいう両輪です。24時間
365日の在宅支援の取組を行っています。

■定期巡回・随時対応型訪問介護看護
■夜間対応型訪問介護
■ヘルパーステーション
■居宅介護支援事業所
■地域包括支援センター
■地域公益課

　ケアの質の確保は介護保険施設では重要なテーマです。 ■デイサービスセンターふれんど館
　（軽・重介護対応：定員35名）
■デイサービスセンターふれあい館
　（認知症対応：定員12名）
■中央サポートセンター
　（機能訓練・自由選択：定員25名）　特養事業部は、相談課、介護課、看護課、リハビリ課で構成され、

科学的介護力（介護職の意義を知り、医療職と連携できる力）、
介護の対応幅の拡大（利用者の生命維持）、専門性の向上（自立
支援型介護、在宅復帰を視野に入れる）に邁進しています。

　以上の実現のために看護
師、ＯＴ、ＰＴ、歯科衛生士の
専門職などの医療関係職員
も充実しています。

　在宅サービス事業部は訪問系、相談系、デイサービス系と
地域公益の６つの課で構成、在宅の相談窓口として地域住民
に最も身近な存在です。

　介護保険センターと地域包括支援センターでは、要介護者や要支援
者が在宅で尊厳を持ってその人らしく過ごせるように、自立支援に基づ
いたケアプランの作成や一般高齢者全般の総合相談を行っています。

　訪問介護は医療と介護の連携のもと、住み慣れた地域で可
能な限り、安全で安心した暮らしが出来るように24時間365日
の訪問サービスを提供しています。

　地域公益課は、失業者、一人親家庭、生活困窮者などの相
談を受ける相談員（CSW）が専従で配置され、また「おお
いたくらしサポート事業」も行っています。

　現在、地域包括ケアシステムの中で本人
の価値観を尊重し、うるおい、笑顔のある
暮らしを毎日作り出せるケア（HOL：ハピ
ネスオブライフ）を行っています。

　その人らしく平穏に最期を迎えられる
場所として、ご利用者はもちろんのこと
社会にとっても有益な生活の場作りを目
標としています。

ケアの質の確保1

在宅支援のシステム2

デイサービス
■デイ

3

特養事業部職員

デイサービス職員

在宅サービス事業部職員

サ ー ビ ス 力
施設改革３カ年戦略（1997年度～ 1999年度）

　2000年の介護保険導入を見据え、取り組むべき課題を明示。利用者はお客様であり、民間企業の参入も
見越して『選ばれる施設』へと変化していかなければならない。
　具体的な課題は、①「施設の多機能化」、②「地域密着・連携の強化」、③「サービス業としてのマ
ナー」、④「専門的技術・プロのサービス」、⑤「業務のパソコン利用」、⑥「ブランドイメージのアピール」、
⑦「組織力の開発」の各項目で、経営陣はもちろん、第一線の職員に至るまで自覚を持った取組を行う。

いずみの園新５か年プラン（2012年度～ 2016年度）
　2012年４月、国の第５期介護保険事業計画がスタートする。団塊の世代が後期高齢者に入る2025年までに、中学校区を単位に「住まい、予防、介護、医療、生活支
援サービス」を包括的継続的に提供する「地域包括ケアシステム」を完成させるという。
　一方、政府は財政基盤確保のため「社会保障と税の一体的改革」の議論を本格的に進めている。年金、医療、介護の社会保障制度の転換期を迎え、また社会福祉
法人の見直しが行われる中で、いずみの園は社会福祉法人としての公益性、公共性、先駆性を堅持し、これからの10年を展望しつつ「いずみの園新５か年プラン」を策
定する。

１．職員の意識改革
２．アメニティサービスからユニットケアへ
３．多機能化、医療部門の整備
４．サービスの質の確保
５．経営体質への変換

「中津総合ケアセンターいずみの園」構想
　国がすすめる地域包括ケアシステ
ムを推進し、高齢者、障がいのある
人、児童、母子、貧困など地域の福
祉ニーズ全般に対応できる総合ケ
アセンターを目指す。

・地域包括ケアシステムの推進
・24時間対応サービスの充実
・事業の多角化、総合化を図る
・行政・地域との連携の強化
・地域コミュニティの拠点化

「障がい事業」の開発　
・多機能型―就労継続支援事業Ａ型・Ｂ型
（ワークセンター）
・グループホーム　　

共生型「かきぜサポートセンター」事業の推進
・高齢者・障がい事業、児童クラブ
・地域交流スペース、障がい事業所(分場)
・日中一時支援事業

新規事業の開発
・中央サポートセンター開設
・デイサービスセンター北堀川開設
・その他サポートセンターの調査、研究

事業団組織・機構改革・法人本部機能の強化
・３保育園の連絡協議会
・いずみの園の機構改革
・各事業部門の自立的経営
・いずみの園新人事考課制度の試行
・中間管理職の育成

サービスの質の確保
・科学的介護の推進
・サービスコンセプトの推進
　①アメニティ
　 （快適主義－快適なサービス、マナー）
　②ヒューマニティ
　 （人間主義－人としての尊厳性を守る）
　③ローカリティ
　 （地域主義－地域密着型事業）
・ホスピタリティ
　「もてなしの心」－良きサマリア人（聖書）
・感動を呼ぶサービス、スピリチュアルケア
 （心に触れるケア）

ワーク・ライフ・バランス（WLB）
・働き甲斐のある職場づくり
・事業所内保育施設「マリアガーデン」の設置
・リフレッシュ休暇（５連休）、年休消化の推進

1

2

3 6

7

4

5

いずみの園の経営方針

（法人本部・事務所）
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　いずみの園の委員会活動の１つとして「研修委員会」があります。主な活動
として、園内研修の開催及び新企画として専門職員研修を行っています。

　年度によって回数は
若干変わることもあり、
実績として年に５回か
ら７回開催しています。
　研修会の会場は広く、
200名程度の収容能力が
あります。

　この講座を受講し、中間管
理職の概念から始まり、各種
管理・分析、行政のしくみや
歴史、地域の著名人による講
義など多種多様な構成となっ
ており、管理職に求められる
役割と能力を習得するために、
とても貴重な時間と資料を頂
いたと改めて感じました。

　2012年度に策定された「新5か年プラン」（Ｐ8）のうち、「5.事業団組織・
機構改革・法人本部機能の強化」の中に「中間管理職の育成」が挙げられ
ました。
　これを受け中間管理職の人材育成のため、2013年5月から「みんなで学
ぶ中間管理職講座／Ⅰ課長篇」、同年7月から「役に立つ中間管理職講座
／Ⅱ主任篇」をそれぞれ10月までを前期として「Ⅰ課長篇」を10回、「Ⅱ
主任篇」を7回開催し、11月以降は合同開催で後期講座として2014年3月
までに10回開催しました。また引き続き2014年度は2回、2015年は4回開
催しました。

人材育成1 中間管理職講座2

参加職員の感想

園内研修の様子

講座の様子

　見学ツアーに参加し、同じ「い
ずみの園」でありながら、初め
て訪れる場所が殆どでした。は
ずかしながら各部署での説明を
聞いて「そうなんだぁ。すごー
い」と感じることが多かったで
す。働く場所は皆それぞれ違っ
ても、同じ「いずみの園」の仲
間は大勢おり、それぞれの場所
でそれぞれに頑張っているんだ
なと思いました。

参加職員の感想

有
資
格
者
数

いずみの園見学ツアー
トピックス

　いずみの園には本部の他に７つ
の拠点があり、職員でも行ったこ
とのない拠点や事業所があります。
　このため２時間程度をかけてい
ずみの園の全事業所を見学する
「いずみの園見学ツアー」を企画
し、2013年度と2015年度で全17
回実施、総計92名の職員が参加し
ました。（なお、中津教会にも伺
いました。）

いずみの園職員全体

医師
介護支援専門員
社会福祉士
介護福祉士
介護職員基礎研修
ヘルパー１級
ヘルパー２級
介護職員初任者研修

355

1
44
23
138
1
5

140
13

17
15
2
6
1
3
2
4
9

正看護師
准看護師
理学療法士
作業療法士
歯科衛生士
精神保健福祉士
管理栄養士
栄養士
調理師

（2016.4）

園内研修の内容は、
　職員の倫理、権利擁護（高齢者虐待・身体拘束禁止等）、リスクマネージメント、
感染症予防、マナー研修、職員の健康管理などです。
　また、研修委員会では、時代に即応したテーマを提供できるように心がけています。

職　員　力
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　2012年度厚生労働省「老健事業」として、全国社会福祉法人経営者協議
会が委託を受けた「介護老人福祉施設の機能強化の方向性に関する実証的研
究」の報告書が2013年３月に厚生労働省に提出されました。この報告書は、
介護老人福祉施設（特養）が進むべき方向性と介護保険制度のなかで評価す
る仕組みを研究するため、全国2,000の特養へアンケートによる実態調査と、
全国3施設への実地でのヒヤリング調査を行ったものです。
　このヒヤリング調査の施設３ヶ所の内の１つとして「いずみの園」が選ば
れました。

　の3点について報告書にまとめられました。

　生活動作改善（ＩＡＤＬ）に作業療法士（１人）、経管栄養などの摂食・嚥下障害に
対する理学療法士（１人）、肺炎予防等に歯科衛生士（１人）も常勤で配置し、利用者の
重度化に対して成果の出せる体制作りを図っています。また、ショートステイでもその
ノウハウが発揮され、予防から重度化まで対応できる施設は全国的にも希少です。

　薬剤の使用を減少し自然な排便をすすめる研究や、看護師主導で死の質（QOD）に
対する取組も行い、対外報告や成果も得ています。現在は介護事故に対するリスク対
策研究も進み、高い次元のケアの実現と、生活全てにおいて安全・安心を提供し続け
られる仕組みを作っています。

先進的取組事例として
①特別養護老人ホームへのリハビリ専門職の配置
②介護現場におけるリハビリ専門職と介護職による利用者の状態維持・
　改善の取組
③現場での挑戦を可能にする組織づくり（理念・方針の明確化からケアの充実）

■リハビリ専門職員配置について
　介護保険施行後、ご利用者は徐々に重度化し、
入所を申し込まれる方々の疾病も多様化する
中、対応力のある施設が求められています。
そのため、高齢者の施設では数少ないのですが
セラピストの配置を行い、従来のケアに科学的
視点を加え、フィジカルへの専門性を導入して
います。

■クリニック設置
　いずみの園敷地内に「クリニックいずみ」
を設置しており、一般外来の他に、隣接す
る特別養護老人ホーム、ケアハウス、グルー
プホームの入居者へ、迅速に医療サービス
を提供できる体制となっています。
　また、医師は日本医師会認定産業医でも
あり、いずみの園職員全員の定期健康診断
も行っています。

■医師による特養回診
　特養では、「クリニックいずみ」を開設
（2002年）してからの利用者の年間延べ入院日
数が減少しています。開設前は、年間入院者延
べ人数が1,000人を超えていましたが、開設後は、
年間入院者延べ人数は600人を割っています。

■介護現場におけるリハビリ専門職と介護職により
　利用者の状態維持、改善の取組
　日々の関わりにQOL（生活の質）を高
める研究を加え、尊厳を尊重した生活の
実現と先端ケアの実践をケア・看護ス
タッフ協同で行っています。その一環と
して、併設している診療所専任医師の指
導のもと、2009年より施設では珍しい
経管栄養（鼻腔栄養や胃瘻）から経口摂
取の再開を行って来ました。

職員健康診断

リハビリ専門職員

医師による回診

内視鏡嚥下検査の様子

医療・リハビリテーション力
特別養護老人ホーム機能の充実

医療

　医療と介護が連携し、早期発見・予防が可能
となり、利用者の重度化が進む中で、ご利用者・
ご家族の安心に存在意義を発揮しています。

　いずみの園の委員会活動の１つとして「研修委員会」があります。主な活動
として、園内研修の開催及び新企画として専門職員研修を行っています。

　年度によって回数は
若干変わることもあり、
実績として年に５回か
ら７回開催しています。
　研修会の会場は広く、
200名程度の収容能力が
あります。

　この講座を受講し、中間管
理職の概念から始まり、各種
管理・分析、行政のしくみや
歴史、地域の著名人による講
義など多種多様な構成となっ
ており、管理職に求められる
役割と能力を習得するために、
とても貴重な時間と資料を頂
いたと改めて感じました。

　2012年度に策定された「新5か年プラン」（Ｐ8）のうち、「5.事業団組織・
機構改革・法人本部機能の強化」の中に「中間管理職の育成」が挙げられ
ました。
　これを受け中間管理職の人材育成のため、2013年5月から「みんなで学
ぶ中間管理職講座／Ⅰ課長篇」、同年7月から「役に立つ中間管理職講座
／Ⅱ主任篇」をそれぞれ10月までを前期として「Ⅰ課長篇」を10回、「Ⅱ
主任篇」を7回開催し、11月以降は合同開催で後期講座として2014年3月
までに10回開催しました。また引き続き2014年度は2回、2015年は4回開
催しました。

人材育成1 中間管理職講座2

参加職員の感想

園内研修の様子

講座の様子

　見学ツアーに参加し、同じ「い
ずみの園」でありながら、初め
て訪れる場所が殆どでした。は
ずかしながら各部署での説明を
聞いて「そうなんだぁ。すごー
い」と感じることが多かったで
す。働く場所は皆それぞれ違っ
ても、同じ「いずみの園」の仲
間は大勢おり、それぞれの場所
でそれぞれに頑張っているんだ
なと思いました。

参加職員の感想

有
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いずみの園見学ツアー
トピックス

　いずみの園には本部の他に７つ
の拠点があり、職員でも行ったこ
とのない拠点や事業所があります。
　このため２時間程度をかけてい
ずみの園の全事業所を見学する
「いずみの園見学ツアー」を企画
し、2013年度と2015年度で全17
回実施、総計92名の職員が参加し
ました。（なお、中津教会にも伺
いました。）

いずみの園職員全体

医師
介護支援専門員
社会福祉士
介護福祉士
介護職員基礎研修
ヘルパー１級
ヘルパー２級
介護職員初任者研修
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作業療法士
歯科衛生士
精神保健福祉士
管理栄養士
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（2016.4）

園内研修の内容は、
　職員の倫理、権利擁護（高齢者虐待・身体拘束禁止等）、リスクマネージメント、
感染症予防、マナー研修、職員の健康管理などです。
　また、研修委員会では、時代に即応したテーマを提供できるように心がけています。

職　員　力
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　社会福祉法人の社会貢献活動の1つとして、
県内有志の社会福祉法人が、大分県社会福祉
法人社会貢献活動推進協議会を組織し、生計
困窮者等の方に対し心理的不安の軽減や公的
サービス等を紹介し、生活困窮の原因となる
様々な福祉的課題の解決を図ります。
　そのためいずみの園では2015年４月から在
宅サービス事業部内に「地域公益課」を設置し、
コミュニティーソーシャルワーカー（CWS）
１名を専任で配置しています。

　「中津市地域包括支援センターいずみの園」
では、中津市より委託を受け、担当する地区
において、孤立しがちな高齢者に対して訪問・
面談等を実施し、高齢者の社会参加などにつ
なげています。

　近年、認知症高齢者の徘徊
が増えつつあり、徘徊者の早
期発見には、地域の方と協力
し合うことが重要です。この
訓練は、そのための仕組みづ
くりと “地域づくり” につな
がります。
　2013年３月に、大分県で初
めて高齢者徘徊模擬訓練を上
如水団地と中津市役所の共同
で開催しました。その後、毎年
１回定期的に開催しています。

［具体的な活動内容］　
　中津市を中心に、生計困難者への総合相談、支援事業の実施、必要に応じて日用品
の給付、食事や一時的な住まいの提供（現物給付）等を行っています。

［具体的な活動内容］　
　①訪問・面談、②サービスの提案や社会参加、
③民生委員さんと情報共有し、地域で見守る体
制作りを行っています。

生活困窮者等総合相談支援
（おおいた“くらしサポート事業”）

1

ひとり暮らし高齢者訪問支援
（中津市孤立ゼロ訪問事業）

3

地　域　力 ① 地域公益活動

徘徊模擬訓練の風景

徘徊模擬訓練の打ち合わせの様子

徘徊模擬訓練
近年

2

　認知症の問題に地域ぐる
みで取り組んでいく必要が
あるということを、実体験
を通して、地域の方々に理
解していただく良い機会と
なっています。

　中津市上如水地区におい
て市営住宅、県営住宅、近
隣の高齢者を対象に健康教
室を開催しています。市営・
県営住宅には他地区から転
居された高齢者も多くいま
す。新しい土地での生活に
馴染み、昔から地域に住む
方との交流や当園職員へ気
軽に相談していただける
きっかけづくりに役立って
います。

生き生き健康教室
中津

4

出張介護予防講座の様子 “さげもん”づくりの様子

経営戦略2
　経営理念は、組織を運営するに当たり重要な要素です。
　2011年６月に行ったコンサルタント社による主任以上の研修では、「経営理念・目的は
明確」の項目において、非常に高い結果となり、理念・コンセプトの浸透が図られています。

　収入のうち、80%
は高齢者福祉事業に
よるもの、５%は障
がい者事業によるも
の、15％は保育所に
よるものです。高齢
者福祉事業は財務的
には当法人の屋台骨
を支えています。

　2013年度、経営力強化に向け、税理士
による経営計画などについての財務勉強
会、弁護士によるリ
スクマネジメント勉
強会などを、主任以
上を対象に実施しま
した。
　今後も適時開催し
ていきます。

　貸借対照表
流動資産
基本資産
その他の固定資産

資産の部合計
流動負債
固定負債

負債の部合計
基本金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動増減差額

純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

2013年度
1,083,981
1,865,248
1,558,833
4,508,063
836,594

1,380,488
2,217,082
350,521
782,371
145,739

1,012,347
2,290,980
4,508,063

2013年度

1,768,500
1,773,869
ｰ5,368

19,522
16,527
2,994
ｰ2,373

44,136
74,184
ｰ30,047
ｰ32,421

990,843
958,421

0
73,925
20,000

1,012,347

2014年度
1,340,297
1,924,571
1,637,838
4,902,707
1,023,553
1,542,406
2,565,960
351,021
790,882
166,680

1,028,162
2,336,747
4,902,707

事業活動計算書
サービス活動増減の部
サービス活動収益計
サービス活動費用計
サービス活動増減差額

サービス活動外増減の部
サービス活動外収益計
サービス活動外費用計
サービス活動外増減差額

経常増減差額
特別増減の部
特別収益計
特別費用計

特別増減差額
当期活動増減差額

繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額
当期末繰越活動増減差額
基本金取崩額
その他の積立金取崩額
その他の積立金積立額
次期繰越活動増減差額

2014年度

1,829,289
1,799,385
29,904

20,283
13,930
6,352
36,256

384,140
383,641

499
36,756

1,012,347
1,049,103

0
2,558
23,500

1,028,162

2015年度
1,365,267
1,902,702
1,510,179
4,778,150
1,038,694
1,469,013
2,507,707
351,521
732,885
161,097

1,024,937
2,270,442
4,778,150

2015年度

1,877,284
1,864,440
12,843

18,535
12,225
6,309
19,152

128,754
156,715
ｰ27,960
ｰ8,808

1,028,162
1,019,354

0
34,583
29,000

1,024,937

借　

方

貸　
　

方

単位：千円

理念・コンセプトの浸透1

財務体質（過去３カ年決算）3

経　営　力

①：特別養護老人ホームの平均
②：いずみの園

①職場は明るく活気がある
②会社業績の伸びは順調
③経営理念・目的は明確

比較分析結果 強 

み

①整理整頓等５Sが徹底
②職員人員は十分である
③職場の就業規則は厳格

弱 
み

弁護士による勉強会

税理士による勉強会
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　社会福祉法人の社会貢献活動の1つとして、
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宅サービス事業部内に「地域公益課」を設置し、
コミュニティーソーシャルワーカー（CWS）
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なげています。

　近年、認知症高齢者の徘徊
が増えつつあり、徘徊者の早
期発見には、地域の方と協力
し合うことが重要です。この
訓練は、そのための仕組みづ
くりと “地域づくり” につな
がります。
　2013年３月に、大分県で初
めて高齢者徘徊模擬訓練を上
如水団地と中津市役所の共同
で開催しました。その後、毎年
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制作りを行っています。
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1

ひとり暮らし高齢者訪問支援
（中津市孤立ゼロ訪問事業）

3

地　域　力 ① 地域公益活動

徘徊模擬訓練の風景

徘徊模擬訓練の打ち合わせの様子

徘徊模擬訓練
近年

2
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生き生き健康教室
中津

4

出張介護予防講座の様子 “さげもん”づくりの様子
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地　域　力 ② ボランティア

　いずみの園では研修センターの
各種介護講座を通じボランティア
の養成を行っています。

　いずみの園は多くの
ボランティアに支えら
れており、2015年に
は述べ2,220人（実人
数1,224人）の方々に
ボランティア活動をし
て頂きました。

　「キャンプ」では、施設見学や高齢者とのふ
れあい体験、参加者のチームワーク作りをレク
リェーションなど通して学びます。また、「昔
のものづくり体験」を設け、布わらじ作りや竹
籠作りにチャレンジ。指導は、地域で公民館活
動をしている方々にボランティアとして協力し
ていただいています。

ボランティア
ず

1
　「ジュニアワークキャンプ」は、1995年か
ら開始した、小学３年生から高校生を対象と
した「福祉体験」の夏休みキャンプです。

ジュニアワークキャンプ
「ジ

2

　福祉を学び、高齢社会をみんなで支えあう福祉の普及活動を行っています。
　豊富な福祉関係の人材を地域の介護教室に派遣することで、地域の介護に関
する知識向上に貢献しています。

出張介護教室
福祉

3

車椅子清掃の様子

年に1度行われるボランティア交流会

認知症予防教室 出張介護教室

　いずみの園では、定年後、人生「２毛作」をお考えの方で、高齢者施設や障が
いのある児・者事業所でのボランティア活動に関心がある人を募集し、「２毛作会」
を組織し、会員の自発性と自主性を尊重した運営のお手伝いをしています。

いずみの園ボランティアグループ「２毛作会」
ず

4

入門講座　物づくり教室の様子 入門講座　実践編の様子

レクリェーションの様子

昔のものづくり体験
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　2011年３月
11日の東日本
大震災の発生
後、3 月19日に
被災地へ支援
物資を送りま
した。

支援物資発送

　大分県社会福祉施設経営者協議会の提唱により福島
県広野町にある特別養護老人ホーム「花ぶさ苑」へい
ずみの園から２名の介護職員が現地へ入りました。
　また、九社連社会福祉法人経営者協議会の提唱により、

福島県南相
馬市の特別
養 護 老 人
ホーム「長
寿荘」へ２
名応援派遣
を行いまし
た。

大分県社会福祉施設経営者協議会からの、
介護職員派遣の感謝状

　2012年７月の２度にわたる豪雨により、中津
市でも甚大な被害があり、いずみの園の職員も
被災施設でのあと片づけの応援に参加しました。

豪雨復旧支援

新貝中津市長（当時）との締結式 避難訓練の様子 子ども達の参加

　中津市耶馬溪町の特養
「やすらぎ荘」（中津市社協
経営）と一般家庭へ、当園
職員延べ41名が復旧支援
を行いました。

　当園において備蓄していた
250人３日分の食料の他、
お米や野菜、紙おむつなども
トラックで発送しました。

　いずみの園では中
津市との「福祉避難
所協定」を締結し、
特別な配慮を必要と
する方（災害時要援
護者：高齢者、障が
いのある人、妊産婦、
乳幼児、病弱者等）
の受け入れを行いま
す。

　毎年、当園「か
きぜサポートセ
ンター」では防
災訓練に蛎瀬地
域の区長や近隣
住民、児童クラ
ブの子ども達、
当園職員が参加
しています。

大分合同新聞 2011年（平成23年）３月20日 日曜日 朝刊

東日本大震災への支援1

中津市福祉避難所契約3 蛎瀬地区の総合防災訓練4

北部九州災害への支援2

地　域　力 ③ 災害援助・防災
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地　域　力 ④ 地域との交流

　「いずみの園」創立20周年記念感謝祭として、1998年11月に第１回目の『い
ずみの園フェスタ』を開始しました。以来毎年、日ごろお世話になっている
地域の方へ、感謝の心を込めて開催しており、近年は3,500人の来場者があ
り、また200名を超えるボランティアの方にお手伝いいただいています。

　「いずみの園かきぜサポートセンター」の近
くの蛎瀬地区、豊後町を通る通称「楽一通り」
で、『楽一通り楽市楽座秋祭り』が開催されて
おり、毎年地域の方にお手伝いを頂き、餅つ
きを行い、販売と子どもへの風船の無料配布
を行っています。

ずみの園」創立20周年記念感謝祭
の園フェスタ』を開始しました。以
の方 感謝の心を込めて開催し

いずみの園フェスタ
「

1

ステージ（司会者）入場ゲート

茶会の様子（小笠原古流茶会）会場の様子

職員による餅つき

　中津市蛎瀬地区自治会で毎月行っている地区のパトロールに、「かきぜサ
ポートセンター」の職員が参加しています。天候の良い日は、センター内の「か
きぜグループホーム」ご利用者も地域住民の一人としてパトロールに参加し
ています。

パトロール風景パトロール風景

防犯パトロール3

　「いずみの園ホームヘルパーステー
ション」では、日頃の感謝を込めて、
年２回、訪問する地区のコミュニティ
センター、公民館の清掃活動を行っ
ています。地域の方々に気持ちよく
使用して頂き、地域の方々との交流
が図れる機会となっています。 クリーン活動の様子

地区合同慰霊盆踊り

地域クリーン活動4

　毎 年 ８ 月16日、
いずみの園のある
上ノ原地区と合同
の 慰 霊 盆 踊 り を
行っています。

地区合同慰霊盆踊り5

楽一通り楽市楽座秋祭り（蛎瀬地区）
「

2

ます。
　地域の方と、当園のご利用者の方
も、お祭りを通して交流が図られ、“ま
ちづくり”の一翼に加わっています。
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各経済団体への参加

　毎月、第３水曜日に行われる中
津商工会議所提唱の『まずは会社
付近の清掃をしよう』の活動に参
加しています。市内にある事業所
単位で時間を決めて、周囲の道路
の清掃などを行っています。　　

中津商工会議所提唱 “地域清掃活動” への参加
毎月

2
　2013年11月中津商工会議所常議員に就任、歓
迎を受け福祉の委員会も設置され高齢者、障がい
者、認知症問題など理解、普及が進んでいます。
　

中津商工会議所との連携1

　大分県中小企業家同友会中津支部に加
入しています。当園参加の委員は “障が
い者問題委員会” に所属しており、障が
い者の就労に関することや障がい者の実
習受け入れ賛同企業を募っています。
　その他、中津市における障がい者問題
について支援学校の先生やハローワーク
の方々等と意見交換を行っています。

「大分県中小企業家同友会中津支部」への参加4

例会の様子 報告風景

認知症サポーター養成講座

軍師官兵衛「豊前国中津編」放送記念パブリックビューイング

　「中津・桜ともみじの会」実行委
員会は、中津全域を “日本有数の
桜ともみじの里づくり” を目指し、
市民総参加による桜ともみじの植
樹を提唱しています。2006年度よ
り市内各所に植樹を行っており、
この活動に「いずみの園」も参加
しています。

「中津・桜ともみじの会」植樹への参加
「中津

3

植樹の様子1 植樹の様子2 

地域清掃活動の様子（ワークセンターシャローム） 地域清掃活動の様子（中央サポートセンター）

・中津商工会議所
・中津経済クラブ
・中津青年会議所　
・大分県中小企業家同友会　など

地域の各経済団体へ参加しています。
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　地域密着型サービスとして、住み慣れた地域（自宅）
で住み続けられるように、『通って、泊まって、家に来
てくれる』サービスを同じ職員・場所で行うことがで
きる事業です。

　在宅介護の可
能性を拡めるこ
とが期待でき、
地域包括ケアの
中で核となる事
業のひとつです。

　このサービスは、短時間・複数回
のケア訪問と24時間見守り体制を
行い、緊急時には随時に対応する
ものです。訪問看護ステーション
と連携をとり（連携型）、ご利用者の
“住み慣れたわが家で最後まで暮ら
したい”をご家族や地域の皆さんと
共に支援するものです。

　朝７時からのお迎え
や19時からの送りな
どご利用者の方の生活
スタイルに合わせ、入
浴のみの短時間利用か
ら急な宿泊など柔軟に
対応します。

　2016年５月現在、登録者数54名です。一人ひとりの生活
スタイルを大切に、地域包括ケアの専門職として良質の
サービスを提供していきます。

24時間 在宅生活を支える

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

ペンダント型
コール機（子機）

ケアコール機
（通報機・親機）

テレビ電話型
通報機

地域包括ケアシステムとは
　介護が必要な状態となっても、住み慣れた地域で自
分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができる
ように、「住まい・医療・介護・予防・生活支援」のサー
ビスが一体的に受けられる支援体制のことです。

「寄り合いセンターいずみ」全景「寄り合いセンターいずみ」全景

食堂兼ホール食堂兼ホール

訪問の一場面訪問の一場面 コールセンターオペレーションの様子コールセンターオペレーションの様子

　いずみの園では2010年４月から夜間対応型訪問介護（24時間対応）を開始しました。これは要介
護者1～５のご利用者の夜間・深夜帯の介護ニーズが高く、開始から半年過ぎには約100名の方々に
ご利用いただきました。
　ついで、2012年５月新規地域密着型サービスの「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」がスタート。
これは2011年度のモデル事業（厚生労働省より「24時間定期巡回随時対応サービスモデル事業」と
して当園指定）を経て開始したものです。

寄り合いセンターいずみコールセンター 24時間サービス

小規模多機能型居宅介護

地域包括ケアシステム①
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　地域密着型サービスとして、住み慣れた地域（自宅）
で住み続けられるように、『通って、泊まって、家に来
てくれる』サービスを同じ職員・場所で行うことがで
きる事業です。

　在宅介護の可
能性を拡めるこ
とが期待でき、
地域包括ケアの
中で核となる事
業のひとつです。

　このサービスは、短時間・複数回
のケア訪問と24時間見守り体制を
行い、緊急時には随時に対応する
ものです。訪問看護ステーション
と連携をとり（連携型）、ご利用者の
“住み慣れたわが家で最後まで暮ら
したい”をご家族や地域の皆さんと
共に支援するものです。

　朝７時からのお迎え
や19時からの送りな
どご利用者の方の生活
スタイルに合わせ、入
浴のみの短時間利用か
ら急な宿泊など柔軟に
対応します。

　2016年５月現在、登録者数54名です。一人ひとりの生活
スタイルを大切に、地域包括ケアの専門職として良質の
サービスを提供していきます。

24時間 在宅生活を支える

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

ペンダント型
コール機（子機）

ケアコール機
（通報機・親機）

テレビ電話型
通報機

地域包括ケアシステムとは
　介護が必要な状態となっても、住み慣れた地域で自
分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができる
ように、「住まい・医療・介護・予防・生活支援」のサー
ビスが一体的に受けられる支援体制のことです。

「寄り合いセンターいずみ」全景「寄り合いセンターいずみ」全景

食堂兼ホール食堂兼ホール

訪問の一場面訪問の一場面 コールセンターオペレーションの様子コールセンターオペレーションの様子

　いずみの園では2010年４月から夜間対応型訪問介護（24時間対応）を開始しました。これは要介
護者1～５のご利用者の夜間・深夜帯の介護ニーズが高く、開始から半年過ぎには約100名の方々に
ご利用いただきました。
　ついで、2012年５月新規地域密着型サービスの「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」がスタート。
これは2011年度のモデル事業（厚生労働省より「24時間定期巡回随時対応サービスモデル事業」と
して当園指定）を経て開始したものです。

寄り合いセンターいずみコールセンター 24時間サービス

小規模多機能型居宅介護

地域包括ケアシステム①

　自然に囲まれ、四季を感じながら生活を
おくることが出来ます。

　定員50名の軽費老人ホーム・ケアハウスです。
一人部屋46室の他、夫婦で入居できる部屋も２
室あり、車椅子になっても生活できるよう全館
バリアフリーとなっています。

　「ベテルハウス」は１ユニット（定員9名）を対象に、ゆっ
たりとしたホールと、個室には収納スペースやトイレを完備
した平屋建ての事業所です。隣には法人経営のクリニックや
レストランがあります。

　事業所内は中庭を囲み、四季折々の花を楽しみながら2ユニッ
ト（定員18名）の方々が自由に行き来できる構造で、地域の方
ともお餅つきなどの交流行事を行っています。

　2013年10月から半年間、厚生労働省
のモデル事業である『認知症施策総合
推進事業』を「地域包括支援センター
いずみの園」が委託を受けて実施しま
した。 
　専任の認知症地域支援推進員を配置
し、医療と介護と地域における連携の
強化に努めています。

　自分の生活スタイルを維
持しながら、住み続けられ
る住まいとなっています。

　クラブ活動は入居者が主体
となって参加でき、四季折々
の行事も行っています。

　天気の良い日には
ご利用者と散歩をし
たり、レストランで
おやつを食べたり、
家庭的な雰囲気で豊
かに生きることを
モットーにサービス
提供を行っています。

　全国でも珍しい “戸建て” ならではの自由
でプライバシーを守りながらも、管理棟には
24時間職員が配置されています。いつも見
守られている安心感を
提供します。

認知症モデル事業

多職種連携のための事例検討会（「見える事例検討会」）
認知症カフェの開催・認知症地域支援マップの作成
認知症ケアパスの作成と普及・徘徊模擬訓練　など

実施
内容

グループホーム ベテルハウス

かきぜグループホーム〈いちょう／けやき〉

シニアレジデンス いずみの森 ケアマンション 聖愛ホーム

　吹き抜けの広く明るい食堂があり、専任のシェフ
が料理を作ります。また、建物横に畑があり、入居
者の方が育てた野菜を用いての料理も作られます。

「シニアレジデンスいずみの森」「シニアレジデンスいずみの森」

「ケアマンション聖愛ホーム」全景「ケアマンション聖愛ホーム」全景

グループホームベテルハウスグループホームベテルハウス

住まいの提供

戸建有料老人ホーム

リビングリビング

食堂食堂

軽費老人ホーム 認知症対応型共同生活介護

地域包括ケアシステム②
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　中津市や地域の支援者と共に、
障がいに関する問題や課題を一
緒に考え、地域のネットワーク
づくりに取り組んでいます。

　夏の野外活動・冬のクリスマス会・春の
お別れ会・歓迎遠足等の活動や遊びを通し、
思いやりの心や協調性を育みながら一人ひ
とりの豊かな育ちを支援しています。

障害者生活支援センター エマオ
　中津市から委託を受けた障害者等相談
支援委託事業として、身体・知的・精神
障がい者や難病患者、そのご家族など、
あらゆる障がいに関する相談のお手伝い
をします。その方の思いを大切にしなが
ら、日々の生活を
安心して送ること
ができるように支
援しています。

　就労等の理由により、昼間に保育がで
きない保護者に代わり、小学生の放課後
及び長期休暇中の安心・安全な居場所を
提供しています。

児童クラブ ピーター、児童クラブ ポール

　障がいのある方へ、働く場を提供する
事業所です。
　自立と社会参加に向けて、仕事を通じ
て自己実現を図ります。働くことによっ
て、収入をもつことができ、生活リズム
を整え、社会人としての１ステップとな
るよう職員が支援します。
　また、地域において、自立した地域生
活を営むことができるように支援します。

障がいサービス事業／子育て支援事業

障害者生活支援センターエマオ障害者生活支援センターエマオ

就労継続支援A型・B型事業所 ワークセンター シャローム

　2016年８月より、障がい福祉サービスの生活介護事業を「シニアレジデンス
いずみの森」の隣接地で開始。
　一人ひとりの魅力や笑顔・希望を大切にすることをモットーに、利用者の生活
が豊かになるような日中活動やレクリエーションを行います。

生活介護 いずみの丘エステル
共生サービス事業部職員共生サービス事業部職員

　ベビーマッサージやリズム遊び、読みきか
せなど、親子で楽しめる行事を行っています。

　子育て中の親子が気軽に集い、相互交
流や子育ての不安・悩みを相談できる場
を提供し、子どもの健やかな育ちを支援し
ています。

中津市地域子育て支援センター ポール

　子どもの笑顔や今持っている強さや力（ス
トレングス）を大切にし、リズム遊びや創作
活動、おやつ作り、外出など様々な活動を行っ
ています。

　発達に弱さやつまずきのある子どもたち
に、遊びや活動を通して友だちとの関わり方
や日常生活に役立つ力が身につくよう、子ど
も一人ひとりに応じた支援を行っています。

児童発達支援・放課後等デイサービス マルコ

かきぜサポートセンターについて

共生事業 －福祉の里センター－

福祉の里センター サマリア館

共 生 事 業

　「サマリア館」の名前の由来は、旅の途中追いはぎに襲われて瀕
死の重傷を負った人を、見ぬふりをせずに助けて手当てをして宿
屋へ運び、宿代も全て支払って介抱したというサマリア人の話か
らきています（新約聖書ルカ福音書10：30-37）。イエス様は「行っ
てあなたも同じようにしなさい」と言われました。　

「サマリア館」の名前の由来

　地域においては、「一緒に話したり、作ったりしたい。自然に手助け
してくれる人がおり、子どもたちが安心して遊べる場所で、他の人とも
交流したい」などの声が聞かれます。そうした背景の中で『あそこに行け
ば楽しい何かがある』、『昔あったお隣さんづきあいができる気楽な場所』
を住民は求めており、高齢者、障がいのある児・者、子ども、子育て中の
親など、広く住民が集える共生型としての運営をコンセプトとしています。

事業コンセプト

　「かきぜサポートセンター」における既存の事業に加え、①高齢者事業
では訪問看護ステーション、 ②障がい事業では児童発達支援事業、放課
後等デイサービス事業、 ③子ども子育て分野では地域子育て支援拠点事
業、児童クラブなどを実施しています。加えて、地域住民の集える空間
として、多目的ホール、会議室、文化伝承スペースを作り、安心して暮
らせる街として、広く多世代の方が利用できる施設です。

事業内容概要

　2010年７月より、中津
市第１号の小規模多機能
型居宅介護事業所とグ
ループホーム２ユニット
を開設しました。

　これまで地域で培った関係をさらに発展させるため、
蛎瀬地区の自治会に加わり、季節の祭りごとや清掃活
動、自主防災組織への協力等積極的に地域との交流を
行っています。
　利用者のその人らしい豊かな生活環境を整えるだけでな
く、将来的には地域の一員となり、地域の福祉拠点となる
ように努めています。

　「かきぜサポートセンター」
は、旧 グ レ ー ス 保 育 園
（1974年開設）を含めると約
40年前より蛎瀬の地域と共に
歩んできた歴史があります。

福祉の里センター サマリア館

かきぜグループホーム職員

児童サービス課職員訪問看護ステーション職員デイサービスかきぜ職員

寄り合いセンターいずみ職員
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　中津市や地域の支援者と共に、
障がいに関する問題や課題を一
緒に考え、地域のネットワーク
づくりに取り組んでいます。

　夏の野外活動・冬のクリスマス会・春の
お別れ会・歓迎遠足等の活動や遊びを通し、
思いやりの心や協調性を育みながら一人ひ
とりの豊かな育ちを支援しています。

障害者生活支援センター エマオ
　中津市から委託を受けた障害者等相談
支援委託事業として、身体・知的・精神
障がい者や難病患者、そのご家族など、
あらゆる障がいに関する相談のお手伝い
をします。その方の思いを大切にしなが
ら、日々の生活を
安心して送ること
ができるように支
援しています。

　就労等の理由により、昼間に保育がで
きない保護者に代わり、小学生の放課後
及び長期休暇中の安心・安全な居場所を
提供しています。

児童クラブ ピーター、児童クラブ ポール

　障がいのある方へ、働く場を提供する
事業所です。
　自立と社会参加に向けて、仕事を通じ
て自己実現を図ります。働くことによっ
て、収入をもつことができ、生活リズム
を整え、社会人としての１ステップとな
るよう職員が支援します。
　また、地域において、自立した地域生
活を営むことができるように支援します。

障がいサービス事業／子育て支援事業

障害者生活支援センターエマオ障害者生活支援センターエマオ

就労継続支援A型・B型事業所 ワークセンター シャローム

　2016年８月より、障がい福祉サービスの生活介護事業を「シニアレジデンス
いずみの森」の隣接地で開始。
　一人ひとりの魅力や笑顔・希望を大切にすることをモットーに、利用者の生活
が豊かになるような日中活動やレクリエーションを行います。

生活介護 いずみの丘エステル
共生サービス事業部職員共生サービス事業部職員

　ベビーマッサージやリズム遊び、読みきか
せなど、親子で楽しめる行事を行っています。

　子育て中の親子が気軽に集い、相互交
流や子育ての不安・悩みを相談できる場
を提供し、子どもの健やかな育ちを支援し
ています。

中津市地域子育て支援センター ポール

　子どもの笑顔や今持っている強さや力（ス
トレングス）を大切にし、リズム遊びや創作
活動、おやつ作り、外出など様々な活動を行っ
ています。

　発達に弱さやつまずきのある子どもたち
に、遊びや活動を通して友だちとの関わり方
や日常生活に役立つ力が身につくよう、子ど
も一人ひとりに応じた支援を行っています。

児童発達支援・放課後等デイサービス マルコ

かきぜサポートセンターについて

共生事業 －福祉の里センター－

福祉の里センター サマリア館

共 生 事 業

　「サマリア館」の名前の由来は、旅の途中追いはぎに襲われて瀕
死の重傷を負った人を、見ぬふりをせずに助けて手当てをして宿
屋へ運び、宿代も全て支払って介抱したというサマリア人の話か
らきています（新約聖書ルカ福音書10：30-37）。イエス様は「行っ
てあなたも同じようにしなさい」と言われました。　

「サマリア館」の名前の由来

　地域においては、「一緒に話したり、作ったりしたい。自然に手助け
してくれる人がおり、子どもたちが安心して遊べる場所で、他の人とも
交流したい」などの声が聞かれます。そうした背景の中で『あそこに行け
ば楽しい何かがある』、『昔あったお隣さんづきあいができる気楽な場所』
を住民は求めており、高齢者、障がいのある児・者、子ども、子育て中の
親など、広く住民が集える共生型としての運営をコンセプトとしています。

事業コンセプト

　「かきぜサポートセンター」における既存の事業に加え、①高齢者事業
では訪問看護ステーション、 ②障がい事業では児童発達支援事業、放課
後等デイサービス事業、 ③子ども子育て分野では地域子育て支援拠点事
業、児童クラブなどを実施しています。加えて、地域住民の集える空間
として、多目的ホール、会議室、文化伝承スペースを作り、安心して暮
らせる街として、広く多世代の方が利用できる施設です。

事業内容概要

　2010年７月より、中津
市第１号の小規模多機能
型居宅介護事業所とグ
ループホーム２ユニット
を開設しました。

　これまで地域で培った関係をさらに発展させるため、
蛎瀬地区の自治会に加わり、季節の祭りごとや清掃活
動、自主防災組織への協力等積極的に地域との交流を
行っています。
　利用者のその人らしい豊かな生活環境を整えるだけでな
く、将来的には地域の一員となり、地域の福祉拠点となる
ように努めています。

　「かきぜサポートセンター」
は、旧 グ レ ー ス 保 育 園
（1974年開設）を含めると約
40年前より蛎瀬の地域と共に
歩んできた歴史があります。

福祉の里センター サマリア館

かきぜグループホーム職員

児童サービス課職員訪問看護ステーション職員デイサービスかきぜ職員

寄り合いセンターいずみ職員
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　めぐみ保育園は、事業団の第１号の施設である。教区は新日鉄の大分市への進出にあわせ、働く人々のために開拓伝道
を展開し、1964年３月、鶴崎伝道所を開設した。数年後、移転し、大分東教会となったが、1968年４月、教会員の奉仕による、
礼拝堂や教会学校の教室を利用した小規模保育園を始めた。園児も増え、社会福祉法人の認可を受けたが、理事会は、大
分地区の牧師や宣教師、教会の信徒によって構成されていた。その後、公的補助金を受け立派な園舎に改築されたが、開
拓伝道の厳しい歩みの中での保育園の働きは、牧師と信徒の献身的な奉仕に支えられ、地域における宣教に大きな役割を
果たしてきたがその精神は今も受け継がれている。
≪前理事長多田一三先生　日本基督教社会福祉学会誌【基督教社会福祉学研究】第29号（1996年）より転載（抜粋）≫

大分市内で唯一のキリスト教主義保育園として頑張っています。

　毎週金曜日に全園児で礼拝を守っています。

　大分東教会です。創立50周年を迎え、新会
堂が2014年２月に完成しました。

　毎年、保育園横の公園で行っています。地域
の人たちも多数参加していただいています。 

　豊後大野市の広い広い芋畑でお芋を
掘らせてもらっています。 

　クリスマス発表会で、イエス様の
お誕生をみんなでお祝いしています。 

　花の日に普段からお世話になっている園医
さんやお巡りさんのところへ行って、感謝の
気持ちを込めて花を差し上げています。

所在地：大分県大分市花高松3丁目2-12 
定　員：120名
職員数：29名

法人保育所紹介① めぐみ保育園

大分東教会

花の日

芋掘り クリスマス発表会

園舎

運動会

礼拝

所在地：大分県中津市大字大塚199
定　員：120名
職員数：26名

法人保育所紹介② グレース保育園

　キリスト教の精神に基づき「地域に仕える愛の業」として1974年に創立しました。
子育て支援センター “ほーる” や “図書こーなー” などがあり、笑顔あふれる交わ
りの輪が広がっています。「生命」と「平和」をテーマにした保育園です。

　広々とした
“ほ ー る” の
ステージには
虹と鳩をデザ
インしたステ
ンドグラスが
あります。
　子どもたち
は、様々な楽
器に触れ、音あそび（ミュージック
セラピー）を体験しています。

　色や形が日に日に変化していき、つぼみ
は深紅、開花するにつれ橙、黄、黄金色に
なっていきます。
　平和と生命のシンボルとして地域の方々
も咲く時を楽しみにしています。

　グレース保育園は中津教会によって開設された。創立100周年を迎えた中津
教会は、米国メソジスト教会のキャラハン宣教師によって宣教活動が開始され
た。封建的で因習のはびこる閉鎖的な地域への伝道の手立てとして、夫妻は宣
教師館を開放し、料理教室や幼稚園を開いたと本部に報告している。それ以来、
教会が幼稚園を開設するということが長年の夢となった。しかし、今から20
年前の我国の高度経済成長は、女性の就労を促し、全国的に保育所の整備がす
すめられた。
　様々の困難はあったが、中津教会は地域のニーズに応え、市内北部の新興住
宅地にグレース保育園（定員90名）を新築開設した。実現に至らせたのは、
牧師と教会員全員が、この施設は教会と共に、キリスト教保育を通して宣教の
使命を果たすことができるという確信によるものであった。さらに、障害児保
育を基本方針とし、全国でも障害児の統合保育に本格的に取り組んでいる保育
園が少なかった当時、肢体不自由児施設｢別府整肢園｣と連携し、心身障害児療
育相談センターを開設し、県下の障害児保育において先駆的な働きをすすめ、
今日に至っている。創設以来、保育園の殆ど全ての職員は中津教会の礼拝に出
席し、教会の働きを支えている。
≪前理事長多田一三先生　日本基督教社会福祉学会誌【基督教社会福祉学研究】第29号（1996年）より転載（抜粋）≫

5歳児クラスのステンドグラス5歳児クラスのステンドグラス 平和の鐘平和の鐘

音あそび音あそび

園舎全景園舎全景

図書こーなー図書こーなー

園庭園庭

アンネのバラアンネのバラ
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　めぐみ保育園は、事業団の第１号の施設である。教区は新日鉄の大分市への進出にあわせ、働く人々のために開拓伝道
を展開し、1964年３月、鶴崎伝道所を開設した。数年後、移転し、大分東教会となったが、1968年４月、教会員の奉仕による、
礼拝堂や教会学校の教室を利用した小規模保育園を始めた。園児も増え、社会福祉法人の認可を受けたが、理事会は、大
分地区の牧師や宣教師、教会の信徒によって構成されていた。その後、公的補助金を受け立派な園舎に改築されたが、開
拓伝道の厳しい歩みの中での保育園の働きは、牧師と信徒の献身的な奉仕に支えられ、地域における宣教に大きな役割を
果たしてきたがその精神は今も受け継がれている。
≪前理事長多田一三先生　日本基督教社会福祉学会誌【基督教社会福祉学研究】第29号（1996年）より転載（抜粋）≫

大分市内で唯一のキリスト教主義保育園として頑張っています。

　毎週金曜日に全園児で礼拝を守っています。

　大分東教会です。創立50周年を迎え、新会
堂が2014年２月に完成しました。

　毎年、保育園横の公園で行っています。地域
の人たちも多数参加していただいています。 

　豊後大野市の広い広い芋畑でお芋を
掘らせてもらっています。 

　クリスマス発表会で、イエス様の
お誕生をみんなでお祝いしています。 

　花の日に普段からお世話になっている園医
さんやお巡りさんのところへ行って、感謝の
気持ちを込めて花を差し上げています。

所在地：大分県大分市花高松3丁目2-12 
定　員：120名
職員数：29名

法人保育所紹介① めぐみ保育園

大分東教会

花の日

芋掘り クリスマス発表会

園舎

運動会

礼拝

所在地：大分県中津市大字大塚199
定　員：120名
職員数：26名

法人保育所紹介② グレース保育園

　キリスト教の精神に基づき「地域に仕える愛の業」として1974年に創立しました。
子育て支援センター “ほーる” や “図書こーなー” などがあり、笑顔あふれる交わ
りの輪が広がっています。「生命」と「平和」をテーマにした保育園です。

　広々とした
“ほ ー る” の
ステージには
虹と鳩をデザ
インしたステ
ンドグラスが
あります。
　子どもたち
は、様々な楽
器に触れ、音あそび（ミュージック
セラピー）を体験しています。

　色や形が日に日に変化していき、つぼみ
は深紅、開花するにつれ橙、黄、黄金色に
なっていきます。
　平和と生命のシンボルとして地域の方々
も咲く時を楽しみにしています。

　グレース保育園は中津教会によって開設された。創立100周年を迎えた中津
教会は、米国メソジスト教会のキャラハン宣教師によって宣教活動が開始され
た。封建的で因習のはびこる閉鎖的な地域への伝道の手立てとして、夫妻は宣
教師館を開放し、料理教室や幼稚園を開いたと本部に報告している。それ以来、
教会が幼稚園を開設するということが長年の夢となった。しかし、今から20
年前の我国の高度経済成長は、女性の就労を促し、全国的に保育所の整備がす
すめられた。
　様々の困難はあったが、中津教会は地域のニーズに応え、市内北部の新興住
宅地にグレース保育園（定員90名）を新築開設した。実現に至らせたのは、
牧師と教会員全員が、この施設は教会と共に、キリスト教保育を通して宣教の
使命を果たすことができるという確信によるものであった。さらに、障害児保
育を基本方針とし、全国でも障害児の統合保育に本格的に取り組んでいる保育
園が少なかった当時、肢体不自由児施設｢別府整肢園｣と連携し、心身障害児療
育相談センターを開設し、県下の障害児保育において先駆的な働きをすすめ、
今日に至っている。創設以来、保育園の殆ど全ての職員は中津教会の礼拝に出
席し、教会の働きを支えている。
≪前理事長多田一三先生　日本基督教社会福祉学会誌【基督教社会福祉学研究】第29号（1996年）より転載（抜粋）≫

5歳児クラスのステンドグラス5歳児クラスのステンドグラス 平和の鐘平和の鐘

音あそび音あそび

園舎全景園舎全景

図書こーなー図書こーなー

園庭園庭

アンネのバラアンネのバラ
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　犀川のぞみ保育園は、福岡県北部の過疎農山村に、1959年、開拓伝道教会として設立された犀川教会の附帯施設愛児
園が、事業団加盟と共に発展的に認可施設としての陣容を整備して設立されたもので、恵まれた自然環境の中でユニー
クなキリスト教保育を創造的に展開している。卒園児は802名、少子化傾向の激しい農村にあっても常に定員を満たし、
地域社会の活性化に取り組み、教会の宣教の一翼を担っている。
≪前理事長多田一三先生　日本基督教社会福祉学会誌【基督教社会福祉学研究】第29号（1996年）より転載（抜粋）≫

　正面玄関右側が日本基督教団犀川教会、左側が犀川のぞみ保育園に
なっています。

　少し細長い
園庭ですが、
鉄棒や砂場、
ジャングルジ
ムなどの遊具
があります。

　運動会はすぐ目の前の犀川体育館で行
います。お天気に左右されずに、広い体
育館を思い切り駆け回ります。

　豊かな自然の中にある保育園なので、し
ばしば園外保育に出かけます。たんぼや野
原が私達の園庭です。

　正面玄関入口のガラスには十字架が、左
側の厨房入口のガラスにはキリスト教の歴
史的なシンボル「魚」が刻まれています。

　クリスマスには近くのコミュニティセ
ンター大広間を借りてクリスマス礼拝と
お祝い会をします。

所在地：福岡県京都郡みやこ町犀川本庄745
定　員：40名
職員数：12名

法人保育所紹介③ 犀川のぞみ保育園

運動会運動会

野原にて野原にて

園舎全景園舎全景

クリスマス会クリスマス会

園庭園庭

所在地：大分県中津市殿町1387番地
牧　師：廣安愼太郎
創　立：1897年5月5日　キャラハン宣教師の伝道から、
　　　　宣教活動を始めた教会です。
礼拝時間：毎週日曜日朝10時20分より
　　　　（こどもの教会は9時10分より）

日本基督教団 中津教会

関連教会紹介

キリスト教関係行事（いずみの園内）
利用者礼拝
　キリスト教の礼拝を様々な
場所で（週3回の大人向けと
月1回の子ども向け）行って
います。讃美歌を歌い聖書の
言葉に耳を傾けます。

職員礼拝
　毎週水曜日の午後1時半から約15分の間、職員礼拝が行われます。
メッセージはチャプレンの時もありますが、近隣在住の法人理事で
もある牧師先生方で、それぞれ個性豊かなお話しがまた魅力です。

クリスマス祝会
　キリスト教関連の行事は、毎週行われる礼拝の他にもイースター
などありますが、一番大きな行事はクリスマスです。当園では各
事業所でクリスマス祝会・愛餐会が盛大に行われます。
　職員による趣向を凝らした出し物や美味しい料理で、クリスマ
スのお祝いを行います。

　グレース保育園を開設し、いずみの園と深い関わりを持
つキリスト教の教会です。　両福祉施設の職員の皆様と協
力しながら、神様の愛を伝える働きを担っています。
　星のように、迷っている人に道を示し、悩んでいる人を
勇気づけ、苦しんでいる人を慰める教会となりたいと願っ
ています。

　大人から子供まで幅広い年代の方と共に、礼
拝を捧げています。講演会、音楽会、いずみの園、
グレース保育園での奉仕、バザー他いろいろな
活動を通して、地域に開かれた教会でありたい
と願っています。

中津教会中津教会

利用者礼拝利用者礼拝

特養クリスマス会特養クリスマス会

クリスマスケーキクリスマスケーキ

職員礼拝職員礼拝

礼拝堂礼拝堂

　もともと
『チャペルの
牧師』とい
う 意 味 で、
学校や病院・
施設、古く
は軍隊等教
会以外のと
ころで働く牧師を指しまし
た。心と魂の配慮を行うこ
とがその使命で、今日風に
言えばスピリチュアルカウ
ンセラーといえます。

チャプレンとは

堤   健 生
チャプレン
堤   健 生
チャプレン
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　犀川のぞみ保育園は、福岡県北部の過疎農山村に、1959年、開拓伝道教会として設立された犀川教会の附帯施設愛児
園が、事業団加盟と共に発展的に認可施設としての陣容を整備して設立されたもので、恵まれた自然環境の中でユニー
クなキリスト教保育を創造的に展開している。卒園児は802名、少子化傾向の激しい農村にあっても常に定員を満たし、
地域社会の活性化に取り組み、教会の宣教の一翼を担っている。
≪前理事長多田一三先生　日本基督教社会福祉学会誌【基督教社会福祉学研究】第29号（1996年）より転載（抜粋）≫

　正面玄関右側が日本基督教団犀川教会、左側が犀川のぞみ保育園に
なっています。

　少し細長い
園庭ですが、
鉄棒や砂場、
ジャングルジ
ムなどの遊具
があります。

　運動会はすぐ目の前の犀川体育館で行
います。お天気に左右されずに、広い体
育館を思い切り駆け回ります。

　豊かな自然の中にある保育園なので、し
ばしば園外保育に出かけます。たんぼや野
原が私達の園庭です。

　正面玄関入口のガラスには十字架が、左
側の厨房入口のガラスにはキリスト教の歴
史的なシンボル「魚」が刻まれています。

　クリスマスには近くのコミュニティセ
ンター大広間を借りてクリスマス礼拝と
お祝い会をします。

所在地：福岡県京都郡みやこ町犀川本庄745
定　員：40名
職員数：12名

法人保育所紹介③ 犀川のぞみ保育園

運動会運動会

野原にて野原にて

園舎全景園舎全景

クリスマス会クリスマス会

園庭園庭

所在地：大分県中津市殿町1387番地
牧　師：廣安愼太郎
創　立：1897年5月5日　キャラハン宣教師の伝道から、
　　　　宣教活動を始めた教会です。
礼拝時間：毎週日曜日朝10時20分より
　　　　（こどもの教会は9時10分より）

日本基督教団 中津教会

関連教会紹介

キリスト教関係行事（いずみの園内）
利用者礼拝
　キリスト教の礼拝を様々な
場所で（週3回の大人向けと
月1回の子ども向け）行って
います。讃美歌を歌い聖書の
言葉に耳を傾けます。

職員礼拝
　毎週水曜日の午後1時半から約15分の間、職員礼拝が行われます。
メッセージはチャプレンの時もありますが、近隣在住の法人理事で
もある牧師先生方で、それぞれ個性豊かなお話しがまた魅力です。

クリスマス祝会
　キリスト教関連の行事は、毎週行われる礼拝の他にもイースター
などありますが、一番大きな行事はクリスマスです。当園では各
事業所でクリスマス祝会・愛餐会が盛大に行われます。
　職員による趣向を凝らした出し物や美味しい料理で、クリスマ
スのお祝いを行います。

　グレース保育園を開設し、いずみの園と深い関わりを持
つキリスト教の教会です。　両福祉施設の職員の皆様と協
力しながら、神様の愛を伝える働きを担っています。
　星のように、迷っている人に道を示し、悩んでいる人を
勇気づけ、苦しんでいる人を慰める教会となりたいと願っ
ています。

　大人から子供まで幅広い年代の方と共に、礼
拝を捧げています。講演会、音楽会、いずみの園、
グレース保育園での奉仕、バザー他いろいろな
活動を通して、地域に開かれた教会でありたい
と願っています。

中津教会中津教会

利用者礼拝利用者礼拝

特養クリスマス会特養クリスマス会

クリスマスケーキクリスマスケーキ

職員礼拝職員礼拝

礼拝堂礼拝堂

　もともと
『チャペルの
牧師』とい
う 意 味 で、
学校や病院・
施設、古く
は軍隊等教
会以外のと
ころで働く牧師を指しまし
た。心と魂の配慮を行うこ
とがその使命で、今日風に
言えばスピリチュアルカウ
ンセラーといえます。

チャプレンとは

堤   健 生
チャプレン
堤   健 生
チャプレン



26 ● 魅力発信書

（高崎山）（高崎山）

「マリアガーデン」室内の様子「マリアガーデン」室内の様子

「シャローム」利用者のいずみ会親睦旅行
（うみたまご）

「シャローム」利用者のいずみ会親睦旅行
（うみたまご）

余暇を利用しての旅行（いずみ会）余暇を利用しての旅行（いずみ会）

働きやすい職場づくり（ホームヘルパーの研修）働きやすい職場づくり（ホームヘルパーの研修）

いずみ会
　当園職員親睦会で、職員約350名で
構成され、会員の中から毎年９名の
幹事が互選されて１年任期で運営し
ています。

WLB（ワーク・ライフ・バランス）

　ＷＬＢ（ワーク・ライフ・
バランス）は、「仕事」と「仕
事以外の時間（私生活の
時間）」の調和がとれるよ
う、働きやすい職場づく
りにより職員の能力を最
大限に引き出し、さらに
成長することを目的とし、
当園では以下のことに取
り組んでいます。

　いずみの園では、魅力ある職場で充実した生活が送れるようにという願い
から、福利厚生活動に力を入れています。主な活動としては、福利厚生組織
である「いずみ会」の活動や、外部団体の福利厚生サービスの利用、契約宿泊
施設の割引利用、リフレッシュ休暇の促進などがあります。また、育児・介護
休業制度に加え、事業所内保育施設「マリアガーデン」を運営することで、小
さなお子さんのいる職員にも、安心して働ける職場です。

（う ）（う ）（う ）

　新人歓迎会（４月）、忘年会
（12月）などの行事の開催の他、
慶弔費の支給や親睦旅行の費用
助成なども行っています。

 　「いずみ会」の運営に
充てられる費用は、職員
の会費と「いずみの園」
の助成金です。

マリアガーデン
　当園職員が利用できる事業所内保育
施設です。今日までに約30名の職員が
利用しました。園児の利用定員は10名
です。

　職員からは、「子どもの顔の
見える距離で安心して預けら
れる」と喜ばれています。れる」と喜

　育児休暇後、円滑な職
場復帰には必要不可欠な
宅児施設です。

・育児休業
・介護休業
・短時間勤務制度
・事業所内保育施設
・再雇用制度

いずみ会・WLB・マリアガーデン＜いずみの園＞
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（高崎山）（高崎山）

「マリアガーデン」室内の様子「マリアガーデン」室内の様子

「シャローム」利用者のいずみ会親睦旅行
（うみたまご）

「シャローム」利用者のいずみ会親睦旅行
（うみたまご）

余暇を利用しての旅行（いずみ会）余暇を利用しての旅行（いずみ会）

働きやすい職場づくり（ホームヘルパーの研修）働きやすい職場づくり（ホームヘルパーの研修）

いずみ会
　当園職員親睦会で、職員約350名で
構成され、会員の中から毎年９名の
幹事が互選されて１年任期で運営し
ています。

WLB（ワーク・ライフ・バランス）

　ＷＬＢ（ワーク・ライフ・
バランス）は、「仕事」と「仕
事以外の時間（私生活の
時間）」の調和がとれるよ
う、働きやすい職場づく
りにより職員の能力を最
大限に引き出し、さらに
成長することを目的とし、
当園では以下のことに取
り組んでいます。

　いずみの園では、魅力ある職場で充実した生活が送れるようにという願い
から、福利厚生活動に力を入れています。主な活動としては、福利厚生組織
である「いずみ会」の活動や、外部団体の福利厚生サービスの利用、契約宿泊
施設の割引利用、リフレッシュ休暇の促進などがあります。また、育児・介護
休業制度に加え、事業所内保育施設「マリアガーデン」を運営することで、小
さなお子さんのいる職員にも、安心して働ける職場です。

（う ）（う ）（う ）

　新人歓迎会（４月）、忘年会
（12月）などの行事の開催の他、
慶弔費の支給や親睦旅行の費用
助成なども行っています。

 　「いずみ会」の運営に
充てられる費用は、職員
の会費と「いずみの園」
の助成金です。

マリアガーデン
　当園職員が利用できる事業所内保育
施設です。今日までに約30名の職員が
利用しました。園児の利用定員は10名
です。

　職員からは、「子どもの顔の
見える距離で安心して預けら
れる」と喜ばれています。れる」と喜

　育児休暇後、円滑な職
場復帰には必要不可欠な
宅児施設です。

・育児休業
・介護休業
・短時間勤務制度
・事業所内保育施設
・再雇用制度
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かきぜサポートセンター

　センター長　豊田　毅士
共生サービス事業部

　就労支援事業課　課長　栗原　洋一
特養事業部

　介護課　主任　重成　智子一

　2000年に入職。早や13年が過ぎ
ようとしています。10年後は、46歳
24年目の自分を想像して意見を述べ
させていただきます。
　高齢者分野で12年。障がい者分野で１年ですから、障
がい事業に係ることが多くなると予測します。障がい者
への人権侵害事件が後を絶たないなかで、虐待の防止や
権利擁護の観点からも、障がい施設が地域から期待され
る役割はますます重要となります。障がいのある方が、「地
域の中で生活できる仕組みづくり」に協力したいです。
　働く環境づくりから始まり、安心して暮らせる場所の
提供と必要な相談支援。知的障がいがあっても、収入を
得て、自分の力で生活できるまでの住環境と、一般就労
して生計が成り立つ生活環境。結婚、出産、子育て等の
生活の見守りができるシステム作りが必要と考えます。
地域で生活していく中で、日々変化する多様なニーズに
対応するためにも、幅広い関係機関との連携ができるこ
とを願います。

　いずみの園へ就職してから16年が
経過しました。その間に介護保険制
度の施行、いずみの園のユニットケ
ア開始、「デイサービスセンターかき
ぜ・北堀川」や「児童クラブピーター」「日中一時支援事
業所マルコ」の開所に携わってきました。施設ケアから
在宅ケアへの部署異動による制度やニーズの違いに戸惑
いながら、いわゆる「社会的弱者」と言われる高齢者や
障がい者、子どもへの支援を行ってきました。地域にお
いて事業を行い、様々な問題を抱える利用者への援助や
近隣住民、各種団体の方々との交流を通して、つながり
を経験することができました。その中で、職員自身が信
頼される存在になることが一番大事だと感じました。
　10年後もいずみの園は多岐にわたり事業展開を図り、
地域福祉発展に取組んでいることでしょうが、各個人が
地域に貢献していくという姿勢を自覚し、私自身も信頼
される「人」となれるように自己研鑽し、中津市の福祉
の発展に努めてゆきたいと思います。

　「ありがとうございました。父はこ
こで暮らせて良かったです。」これは
いずみの園で最期の時を迎えられた
ご利用者のご家族からいただいた言葉です。
　この方は肺がんを患われ、最期はいずみの園で迎えた
いとのことで過ごされていました。ご家族との時間を大
切にしていただき、調子の良い日には散歩を楽しまれ、
大好きなケーキやお寿司を食べ、入浴もいつでも入れる
よう看護と介護が協力し、見守らせていただきました。
そして、園の玄関から最期の旅立ちを見送らせていただ
きました。
　この経験によって、特養は終の棲家であると感じるよ
うになりました。現在はいずみの園で最期を迎えたいと
望まれる方が多くなっています。ターミナルケアを必要
とされる方一人ひとりにその人らしさを感じていただけ
るように努力していきます。「ここで暮らせて良かった」
の声を一つでも多く聴くことができるように、知識・技
術の向上に努め、後輩の育成に励み、まごころをこめた
ケアを行っていきます。

　この『魅力発信書』発行に当たり、2013年7月に編集委員会を結成し、
毎月１回打ち合わせを行い、掲載する項目の検討をしました。その中
で魅力のあるものを自分たちで選んでみようと、「職員が選ぶハード
面／ベスト10」、「ソフト面／ベスト10」を企画しました。しかし編
集委員の中には行ったことのない事業所がある職員もいたため、全て
の事業所を見学する“魅力探検ツアー”を企画し、実際に見学を行い
ベスト10を選びました。このツアーが好評で、Ｐ10のトピックスにあ

る“見学ツアー”へとつながり、
多くの職員が「いずみの園」を再
確認する機会となりました。
2014年4月　　　　　　　　　
経営企画課長　末延　政光　

　「魅力発信書」を最初に作り始めたあの日から、思い返せばあっとい
う間の２年だった、と言う感想です。初版の編集作業が昨日のことの
ように思い出されます。そんなあっという間の時間でも「いずみの園」
は変化し、そして成長しているのだなぁと、今回編集作業を行いなが
ら改めて感じました。そんな日々成長を続ける「いずみの園」の“今”
の魅力を詰め込んだ「改訂版　魅力発信書」には、ここまでの私たち
の歩みと、これからの「いずみの園」への希望が詰まっています。

2016年6月　　　　　　　　　　
　

魅力発信書改訂版編集委員　　　
経営企画室　課長　末延　政光　

　数年前、直木賞を受賞した作家　井上荒野さんの『切羽へ』
の中に、長崎の離島を舞台にして、都会から来た主人公（女性）
が住み続けていこうとする島で、「ここにはすべてがある」
とつぶやく場面がありました。
　私は“荒野”という作者の名前（聖書からの引用とか）と
そのセリフがずっと記憶に残っています。なぜなら、当法人
が目指すものがこの言葉にあるだろうと考えるからです。
　そうした想いもあって、当法人に『ここにはすべてがある』
と思えるところ、言い換えれば“魅力”をどう高め、“内部留保”
していけるのかをこの機会に法人の魅力をお知らせする冊子
を発刊することにしたものです。
　１年ずつ歴史を重ねてきた当法人の姿を、少しでも知って
いただければ幸いです。

2014年4月　　　　　　　　　　
法人本部事務局長　有　馬　　健

編集後記

▼

編集委員
　写真左より田中（洋）、今長主任、
　末延課長、高倉主任、田中主任

▼

改訂版編集委員
　写真左より冨永（義）、末延課長、
　大島課長、小松（告）主任、三澤

この『魅力発信書』発行に当たり 2

編集作業を終えて 改訂版編集作業を終えて

10年後を目指して －2014年４月－
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